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敵
基
地
を
攻
撃
す
る
こ
と
も
可
能

に
す
る
た
め
、
防
衛
費
も
倍
に
し

よ
う
。
盟
友
バ
イ
デ
ン
さ
ん
の
勧

め
も
あ
る
。
財
源
は
社
会
保
障
費

を
削
減
▼
そ
の
た
め
に
は
長
射
程

ミ
サ
イ
ル
が
必
要
だ
。
少
し
旧
式

だ
が
盟
友
の
お
勧
め
「
ト
マ
ホ
ー

ク
」
を
さ
し
あ
た
り
２
０
０
発
、

そ
の
後
さ
ら
に
２
０
０
発
買
う
。

１
発
あ
た
り
９
億
円
弱
は
少
々
高

い
が
▼
岸
田
さ
ん
が
言
っ
て
い
た

「
国
家
防
衛
戦
略
」、
日
本
と
米

国
は
、
あ
ら
ゆ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と

手
段
を
統
合
さ
せ
大
き
な
抑
止
力

に
す
る
と
。
そ
の
た
め
に
は
指
揮

統
制
機
能
一
体
化
が
必
要
で
、
陸

海
空
自
衛
隊
の
統
合
司
令
部
を
東

京
市
ヶ
谷
に
設
置
計
画
、
有
事
に

な
れ
ば
米
軍
の
指
揮
下
に
▼
ミ
サ

イ
ル
の
配
置
は
台
湾
を
挟
ん
で
沖

縄
・
南
西
諸
島
・
九
州
を
中
心
に

す
る
の
が
最
適
。
台
湾
に
一
番
近

い
与
那
国
島
に
は
監
視
レ
ー
ダ
ー

と
電
子
線
部
隊
、
地
対
空
ミ
サ
イ

ル
部
隊
も
配
置
だ
。
佐
賀
空
港
を

オ
ス
プ
レ
イ
、
輸
送
ヘ
リ
の
拠
点

に
、
馬
毛
島
は
発
着
訓
練
場
に
▼

民
間
空
港
・
港
湾
も
い
つ
で
も
使

え
る
よ
う
に
し
て
、
ま
た
核
攻
撃

に
も
耐
え
ら
れ
る
強
靭
な
シ
ェ
ル

タ
ー
・
避
難
所
も
。
多
く
の
死
者

・
け
が
人
も
想
定
し
「
医
療
用
」

で
は
な
い
が
緊
急
に
使
え
る
輸
血

製
剤
も
準
備
▼
こ
れ
ら
は
夢
・
構

想
の
段
階
で
は
な
い
。
着
々
と
計

画
が
実
行
に
移
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

今
こ
そ
平
和
・
日
本
国
憲
法
を
改

め
て
見
つ
め
な
お
そ
う
。
あ
の
悲

惨
な
戦
争
を
教
訓
と
し
た
〝
不
戦

の
誓
い
〞
と
前
文

―
「
わ
れ
わ

れ
は
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し

く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平

和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
」
（
無
）

　

『
そ
う
だ
平
和
の

た
め
に
戦
争
の
準
備

を
し
よ
う
』
▼
国
会

審
議
無
視
で
安
保
３

文
書
を
書
き
換
え
。

２０２４年(令和６年)７月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２０７４号（１）

2074
2024年 7月5日

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
東日本大震災・福島第一原発事故
被災地訪問　参加記 ４面

研
面
究 ８面診内研より「診断エラーを回避す

るための教育戦略」

第56回総会・詳録 ６～７面

「九条の会・兵庫県医師の会」
（事務局：兵庫県保険医協会☎078－393－1801）

緊
縮
財
政
を
掲
げ
な
が
ら
、防
衛
力
の
抜
本
的
な
強
化

し
わ
寄
せ
は
社
会
保
障
に

し
わ
寄
せ
は
社
会
保
障
に

 

〈
協
会
政
策
部
〉

〈
協
会
政
策
部
〉

「
骨
太
の
方
針
」

「
骨
太
の
方
針
」

　

６
月
21
日
に
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
４
〜

賃
上
げ
と
投
資
が
け
ん
引
す
る
成
長
型
経
済
の
実
現
〜
」、
い
わ
ゆ

る
「
骨
太
の
方
針
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
多
く
の
問
題
点
を
含
ん

で
お
り
、
主
要
な
点
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

緊
縮
財
政
と
相
反
す
る

防
衛
費
の
増
加

　

「
骨
太
の
方
針
」
は
、
財
政
健

全
化
を
掲
げ
な
が
ら
、
防
衛
力
の

抜
本
的
強
化
を
う
た
い
、
25
年
度

の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字

化
と
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
引

き
下
げ
を
め
ざ
す
と
し
て
い
る

が
、
防
衛
費
の
大
幅
な
増
加
が
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
解
消
の

た
め
に
、
防
衛
費
財
源
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
法
制
上
の
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
社
会
保
障
の
給
付
と
負

　

「
九
条
の
会
」
は
、
日
本
国
憲

法
を
「
改
正
」
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
台
頭
し
て
き
た
２
０
０
４
年

に
、
加
藤
周
一
、
大
江
健
三
郎
ら

９
氏
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
思
想
・
信
条
・
立

場
な
ど
の
違
い
を
超
え
、
九
条
の

改
憲
を
許
さ
な
い
と
い
う
一
点

で
、
全
国
で
運
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の

会
も
、
講
演
会
な
ど
の
開
催
を
通

じ
て
平
和
憲
法
を
守
る
世
論
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

第
二
次
安
倍
政
権
発
足
以
降
、

政
府
は
特
定
秘
密
保
護
法
で
国
民

の
目
を
ふ
さ
ぎ
、
共
謀
罪
法
で
国

民
へ
の
監
視
を
強
め
る
だ
け
で
な

く
、
安
保
法
制
の
制
定
に
よ
り
、

歴
代
政
府
が
違
憲
と
し
て
き
た
集

団
的
自
衛
権
を
行
使
し
ア
メ
リ
カ

に
追
随
し
て
戦
闘
に
参
加
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

近
年
で
は
「
緊
迫
す
る
東
ア
ジ

ア
情
勢
」
と
不
安
を
煽
り
、
安
保

３
文
書
を
改
定
し
、
専
守
防
衛
の

国
是
を
投
げ
捨
て
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
や
軍
事
費
の
増
大
、
武

器
輸
出
の
解
禁
、
さ
ら
に
は
「
核

兵
器
の
共
有
」
ま
で
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
政
府
は
「
こ
れ
ま

で
の
憲
法
解
釈
か
ら
変
更
は
な

い
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

が
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。「
死
の

商
人
」
へ
の
仲
間
入
り
は
断
じ
て

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

憲
法
は
改
定
こ
そ
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
憲
法
九
条
で
定
め
る

「
戦
争
放
棄
・
戦
力
不
保
持
・
交

戦
権
否
定
」
を
踏
み
に
じ
る
暴
挙

を
許
し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
も
、
世
界
各
地
で
殺
戮
、
紛

争
が
起
き
て
い
ま
す
。
全
世
界
の

人
々
が
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る

権
利
が
あ
る
と
謳
う
憲
法
前
文
、

そ
し
て
九
条
を
持
つ
国
と
し
て
即

時
停
戦
を
求
め
、
国
際
的
な
世
論

を
主
導
す
る
べ
き
で
す
。
戦
争
放

棄
を
う
た
っ
た
憲
法
を
有
す
る
日

本
だ
か
ら
こ
そ
、
停
戦
へ
の
説
得

が
可
能
と
信
じ
ま
す
。
決
し
て
絵

空
事
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

戦
争
で
き
る
国
に
さ
せ
な
い
た

め
、
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の

会
で
は
、
新
た
な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
多
く
の
先
生
に
賛
同

を
よ
び
か
け
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
同
封
の
リ
ー
フ
を
お
読
み
い

担
の
バ
ラ
ン
ス
確
保
が
財
政
健
全

化
に
は
欠
か
せ
な
い
と
し
、
増
税

と
社
会
保
障
費
の
抑
制
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
国
民

に
負
担
増
と
給
付
減
が
押
し
付
け

ら
れ
る
一
方
、
日
米
の
軍
事
産
業

の
利
益
を
増
や
す
こ
と
と
な
る

が
、
防
衛
力
の
急
激
な
強
化
は
、

国
際
情
勢
の
不
安
定
化
に
つ
な
が

る
危
険
性
が
あ
り
、
極
め
て
問
題

で
あ
る
。

混
合
診
療
の

な
し
崩
し
的
解
禁
狙
う

　

医
療
分
野
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
進
展
を
踏
ま
え
た
医
療
や

医
薬
品
を
早
期
に
活
用
す
る
た

め
、
民
間
保
険
を
利
用
す
る
保
険

外
併
用
療
養
費
制
度
の
在
り
方
の

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
新
た
な
医
薬
品
を
保

険
収
載
せ
ず
に
自
由
診
療
に
と
ど

め
、
そ
の
患
者
負
担
を
民
間
保
険

市
場
に
差
し
出
す
構
図
で
あ
る
。

事
実
上
の
混
合
診
療
の
無
制
限
解

禁
で
あ
り
、
安
全
性
と
有
効
性
が

確
認
さ
れ
て
い
な
い
医
療
が
保
険

診
療
と
併
用
さ
れ
、
患
者
の
負
担

が
不
当
に
拡
大
し
、
経
済
的
能
力

に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
医
療
に
格

差
が
生
じ
る
。

医
師
数
削
減
を
検
討

　

医
師
の
地
域
間
、
診
療
科
間
の

偏
在
を
是
正
す
る
た
め
、
経
済
的

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
規
制
的
手
法

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
診
療
所
不

足
地
域
と
過
剰
地
域
で
異
な
る
診

療
報
酬
を
設
定
し
、
過
剰
地
域
の

診
療
報
酬
を
引
き
下
げ
、
不
足
地

域
の
診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
る
。

　

ま
た
、
地
方
の
病
院
で
の
勤
務

経
験
を
求
め
る
管
理
者
要
件
の
拡

大
が
示
唆
さ
れ
、
医
師
総
数
の
不

足
が
根
本
問
題
と
し
て
残
る
中

で
、
医
学
部
定
員
の
削
減
も
検
討

さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
Ｇ
７
の
中

で
人
口
当
た
り
の
医
師
数
が
最
も

少
な
く
、
過
重
労
働
が
続
く
可
能

性
が
あ
る
。

地
域
医
療
構
想
に
よ
る

開
業
規
制
も

　

地
域
医
療
構
想
の
対
象
範
囲
が

か
か
り
つ
け
医
機
能
を
含
め
た
地

域
の
医
療
提
供
体
制
全
体
に
拡
大

さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
ご
と
に
外

来
・
在
宅
機
能
の
必
要
量
を
推
計

し
、
過
剰
な
地
域
で
は
新
規
開
設

を
制
限
す
る
権
限
が
都
道
府
県
に

与
え
ら
れ
る
。
事
実
上
、
自
由
開

業
医
制
が
否
定
さ
れ
、
行
政
の
管

理
下
に
置
か
れ
る
。

介
護
分
野
で
数
々
の

利
用
者
負
担
増

　

介
護
分
野
で
は
、
さ
ら
な
る
利

用
者
負
担
増
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
２
割
負
担
と

な
る
一
定
以
上
所
得
の
判
断
基
準

の
見
直
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
有
料
化
、
要
介
護
１
・
２
の
人

の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
対

象
外
し
化
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
々

が
公
的
保
険
制
度
か
ら
遠
ざ
け
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

歯
科
分
野
の
改
革

　

歯
科
分
野
で
は
、
い
わ
ゆ
る
国

民
皆
歯
科
健
診
の
推
進
、
歯
科
衛

生
士
・
歯
科
技
工
士
等
の
人
材
確

保
、
歯
科
保
健
医
療
提
供
体
制
の

強
化
や
新
技
術
・
新
材
料
の
保
険

導
入
の
推
進
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
実
現
性
を
伴
う
具
体
策

と
と
も
に
、
何
よ
り
も
歯
科
医
療

の
総
枠
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
。

医
療
情
報
の

企
業
利
用
す
す
め
る

　

「
骨
太
の
方
針
」
は
、
全
国
医

療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構

築
を
提
案
し
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
共

有
さ
れ
る
情
報
は
、
医
療
技
術
の

開
発
や
創
薬
の
た
め
に
利
用
さ
れ

る
が
、
医
療
現
場
で
の
優
先
順
位

は
低
く
、
情
報
漏
洩
の
リ
ス
ク
や

患
者
の
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

権
の
侵
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

国
民
生
活
に
厳
し
い
影
響

問
題
点
知
ら
せ
よ
う

　

「
骨
太
の
方
針
」
は
、
国
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
が
、

財
政
健
全
化
と
防
衛
費
増
加
の
矛

盾
、
医
療
・
介
護
分
野
の
負
担
増

や
質
の
低
下
、
医
療
情
報
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
問
題
点
を
含
ん
で

お
り
、
国
民
に
厳
し
い
選
択
を
強

い
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

〝
戦
争
の
危
機
に
沈
黙
し
な
い
〞

九
条
の
会
ア
ピ
ー
ル
へ
の
賛
同
を

「
九
条
の
会
」ア
ピ
ー
ル
に
賛
同
す
る
兵
庫
県
医
師
・
歯
科
医
師

・
医
学
者
の
会
（
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会
）　

世
話
人

宮
武　

博
明

「九条の会」アピール賛同のお願い「九条の会」アピール賛同のお願い
　今号にリーフレット、
賛同はがき、募金のお願
い（振込用紙）を同封し
ています。
　「九条の会アピール」
をお読みいただき、ご賛
同は、下記二次元コード、
または同封の賛同はがき
よりお願いいたします。

　また、活動
への募金協力
もお願いいた
します。

政
策
解
説

政
策
解
説

• 「全国医療情報プラットフォーム」の構築、電子カルテの導入、
電子カルテ情報の標準化、診療報酬改定DXの整備・普及

•地域医療構想の対象範囲をかかりつけ医機能や在宅医療等に拡大
•経済的インセンティブによる医師偏在の是正
• 医師少数区域等での勤務経験を求める管理者要件の大幅な拡大等
の規制的手法の導入

•2027年度以降の医学部定員を削減
•国民皆歯科健診、歯科衛生士・歯科技工士等の人材確保
•国保の都道府県内の保険料水準の統一
•介護保険利用者負担が２割となる判断基準の引き下げ
• ケアプランの有料化、要介護１・２の人の生活援助サービスの保
険外し

•スイッチOTC化の推進、薬剤自己負担の見直し
•民間保険の活用も含めた保険外併用療養費制度の在り方の検討

骨太の方針2024に盛り込まれた項目（抜粋）

た
だ
き
、
ぜ
ひ
九
条
の
会
ア
ピ
ー

ル
に
賛
同
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

人
々
の
命
を
守
る
医
師
・
歯
科

医
師
・
医
学
者
は
戦
争
の
危
機
に

沈
黙
し
な
い
―
み
な
さ
ん
の
思
い

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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反
核
医
師
の
会
は
６
月
９
日
、

東
京
都
内
で
第
20
回
全
国
大
会
を

開
催
。
23
年
度
の
活
動
ま
と
め
と

新
年
度
活
動
方
針
案
を
承
認
し

た
。「
核
禁
条
約
第
２
回
締
約
国

会
議
は
何
を
推
し
進
め
た
の
か
」

を
テ
ー
マ
に
、
明
治
大
学
の
山
田

寿
則
先
生
が
記
念
講
演
し
た
。
参

加
し
た
川
西
敏
雄
協
会
参
与
の
参

加
記
を
掲
載
す
る
。

　

全
国
大
会
で
は
、
昨
年
度
報
告

と
24
年
度
活
動
方
針
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

補
足
報
告
と
し
て
、
第
34
回
反

　

協
会
役
員
と
弁
護
士
グ
ル
ー
プ

が
審
査
・
指
導
問
題
な
ど
開
業
保

険
医
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
保
険
診
療
法
制

研
究
会
。
協
会
は
６
月
６
日
、
協

会
会
議
室
で
第
50
回
の
研
究
会
を

開
催
し
、
５
人
が
参
加
し
た
。
神

戸
花
く
ま
法
律
事
務
所
の
藤
田
洋

介
弁
護
士
の
報
告
を
紹
介
す
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不

存
在
確
認
訴
訟
の
進
行
状
況
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
健
康
保
険
証
の

廃
止
が
本
年
12
月
に
迫
る
中
、
11

月
ま
で
に
判
決
を
出
す
よ
う
原
告

団
が
裁
判
所
に
求
め
て
い
る
こ
と

等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

現
行
の
健
康
保
険
証
の
廃
止
問
題

に
つ
い
て
は
兵
庫
県
弁
護
士
会
に

お
い
て
会
長
声
明
を
発
出
す
べ

く
、
会
内
で
具
体
的
な
声
明
案
の

検
討
や
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
準
備
を
進
め
て
き
た
開

業
医
向
け
の
役
立
つ
法
律
知
識
を

ま
と
め
た
書
籍
に
つ
い
て
は
、
過

去
の
リ
ー
ガ
ル
コ
ラ
ム
を
掲
載

　

６
月
23
日
、
協
会
も
参
加
す
る

兵
庫
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
は

総
会
を
、
神
戸
市
内
で
開
催
。
加

盟
各
団
体
か
ら
34
人
が
参
加
し

た
。

　

総
会
議
事
で
は
、「
大
軍
拡
よ

り
社
会
保
障
充
実
」
等
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
高
齢
難
聴
者
の
補
聴

器
購
入
等
補
助
制
度
の
導
入
・
充

実
、
保
険
証
存
続
と
資
格
確
認
書

の
全
被
保
険
者
へ
の
交
付
、
国
保

保
険
料
の
引
き
下
げ
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
の
充
実
等
を
県
や

市
町
に
求
め
て
い
く
と
す
る
活
動

方
針
を
採
択
。
武
村
義
人
協
会
副

理
事
長
を
会
長
に
、
大
澤
芳
清
理

事
（
兵
庫
民
医
連
会
長
）
を
副
会

長
に
再
任
し
た
。

　

同
時
に
開
催
さ
れ
た
社
会
保
障

し
、
目
を
引
く
挿
絵
の
検
討
な

ど
、
い
よ
い
よ
発
行
に
向
け
大
詰

め
の
段
階
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
内
容
面
に
つ
い
て
も
さ
ら
に

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
べ
く
同
時

に
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
も

う
少
し
で
完
成
し
ま
す
の
で
今
し

ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

【
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所

弁
護
士

藤
田　

洋
介
】

核
医
師
の
つ
ど
い
in
沖
縄
（
11
／

３
―
４
）
へ
の
参
加
要
請
、
核
兵

器
禁
止
条
約
（
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
第
２

回
締
約
国
会
議
に
参
加
し
た
医
学

生
か
ら
の
報
告
、Don't Bank 

On the Bomb
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

「D
on't Bank O

n the 
Bomb

」
と
は
日
本
語
で
は
「
核

兵
器
製
造
企
業
に
お
金
を
貸
す

な
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、

口
座
や
取
引
の
あ
る
銀
行
や
生
命

保
険
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
が
、

核
兵
器
製
造
企
業
に
対
し
て
投
融

資
を
し
な
い
よ
う
に
働
き
か
け
る

も
の
で
す
。
中
村
新
太
郎
先
生

（
大
阪
歯
科
協
会
理
事
）
か
ら
、

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
が
中
心
と

な
り
、
日
本
生
命
や
大
樹
生
命
な

ど
と
の
懇
談
が
実
現
し
、
両
社
と

も
核
兵
器
製
造
企
業
へ
投
融
資
を

行
わ
な
い
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
を
策

定
し
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
に
ア
メ
リ
カ
共
和

党
の
グ
ラ
ム
上
院
議
員
が
、
広
島

と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
を
「
戦
争

を
終
わ
ら
せ
る
正
し
い
判
断
」
と

発
言
し
た
こ
と
に
つ
い
て
兵
庫
の

反
核
医
師
の
会
か
ら
緊
急
的
な
対

応
を
要
請
し
た
こ
と
に
対
し
、
中

川
代
表
世
話
人
は
「
岸
田
首
相
に

対
し
て
公
開
質
問
状
な
ど
、
早
急

に
対
応
す
る
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し

た
。

　

記
念
講
演
講
師
は
山
田
寿
則
氏

（
明
治
大
学
・
公
益
財
団
法
人
政

治
経
済
研
究
所
）
が
務
め
ら
れ
、

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
第
２
回
締
約
国

会
議
に
参
加
さ
れ
、
ま
た
若
手
医

療
者
・
介
護
者
で
つ
く
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「ABC for peace

（
略

称
：
い
っ
ぽ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」

を
進
め
る
長
野
県
の
河
野
絵
理
子

・
光
武
鮎
両
医
師
よ
り
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
第
１
回
は
「
お
祝
い

ム
ー
ド
」
で
、
第
２
回
は
「
具
体

的
ス
タ
ー
ト
」
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
。
締
約
国
も
50
か
ら
70
へ
と
増

加
し
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
エ

ジ
プ
ト
、
ド
イ
ツ
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
、
ス
イ
ス
な
ど
が
参
加
し
た

が
、
日
本
は
批
准
ど
こ
ろ
か
参
加

す
ら
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

　

会
議
の
成
果
決
定
は
全
て
コ
ン

セ
ン
サ
ス
で
採
択
さ
れ
、
被
害
者

援
助
と
環
境
修
復
の
た
め
の
国
際

信
託
基
金
の
創
設
、
各
国
の
安
全

保
障
上
の
懸
念
に
対
す
る
協
議
プ

ロ
セ
ス
創
設
な
ど
が
決
定
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
、
第
２
回
締
約
国
会
議

に
参
加
し
た
医
学
生
・
石
崎
さ
ん

の
発
言
を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
核
廃
絶
は
現
実
に
」

◇
出
席

21
人

◇
情
勢　

医
師
地
域
偏
在
を
是
正

す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
、
医

療
機
関
ご
と
に
必
要
と
さ
れ
る
医

師
数
を
都
道
府
県
が
把
握
し
、
医

師
確
保
計
画
へ
の
記
載
を
義
務
づ

け
る
方
針
。
ま
た
、
知
事
の
権
限

を
強
め
、
開
業
医
が
多
い
地
域
で

は
開
業
の
条
件
を
提
示
で
き
る
よ

う
に
す
る
方
向
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
保
険
証
廃

止
反
対
署
名
数
到
達
１
万
５
８
７

７
筆
、
②
医
師
増
員
署
名
71
筆
、

③
中
央
要
請
行
動
・
省
庁
要
請
行

動
（
６
／
６
）
等
が
報
告
さ
れ

た
。

◇
医
療
活
動　

①
診
療
報
酬
改
定

研
究
会
の
ま
と
め
：
医
科
15
会

場
、
歯
科
10
会
場
に
、
３
０
３
３

医
療
機
関
４
１
４
０
人
が
参
加
。

保
険
証
廃
止
撤
回
を
求
め
る
署
名

も
２
５
９
８
筆
が
集
ま
っ
た
こ

と
、
②
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
不
合
理
是
正
を
求
め
て
厚

生
労
働
省
交
渉
（
６
／
６
）
を
行

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

①
診
療
報
酬
改
定

研
究
会
を
10
回
開
催
し
、
７
８
４

医
療
機
関
か
ら
１
０
７
７
医
療
機

関
、
１
２
０
５
人
が
参
加
、
署
名

７
１
２
筆
を
集
め
た
こ
と
、
入
会

が
８
人
あ
っ
た
こ
と
等
が
報
告
さ

れ
た
。

◇
災
害
対
策　

①
能
登
半
島
地
震

被
災
地
で
自
治
体
が
行
う
家
屋
被

害
認
定
を
め
ぐ
り
、
被
災
者
か
ら

不
満
の
声
が
相
次
い
で
い
る
こ

と
、
②
石
川
県
が
「
創
造
的
復
興

計
画
」
案
を
発
表
し
、
被
災
住
民

は
平
日
を
都
市
で
暮
ら
し
、
週
末

に
田
舎
へ
復
興
に
出
か
け
る
と
い

う
「
２
地
域
居
住
」
を
提
唱
し
た

こ
と
、
③
復
興
県
民
会
議
と
し
て

全
国
災
対
連
の
署
名
提
出
国
会
行

動
（
６
／
２
）
に
参
加
し
、
７
万

筆
を
国
会
に
届
け
た
こ
と
を
報
告

し
た
。

（
６
月
８
日　

理
事
会
よ
り
）

核兵器禁止条約第２回締約国会議の
内容が報告された　　　　　　　　

開業医向けの書籍の発行に向け
内容をさらにブラッシュアップ

反
核
医
師
の
会
・
第
20
回
全
国
大
会

第
50
回
保
険
診
療
法
制
研
究
会

兵
庫
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
が
総
会

「
核
廃
絶
は
現
実
に
」

県
弁
護
士
会
が

会
長
声
明
発
出
を
検
討

災
害
便
乗
の
棄
民
政
策

や
め
さ
せ
よ
う

参
与　
　

川
西　

敏
雄

参 加 記

学
校
で
は
、
井
口
克
郎
神
戸
大
学

国
際
人
間
科
学
部
准
教
授
が
「
災

害
と
社
会
保
障
政
策
の
現
局
面
―

能
登
半
島
地
震
に
寄
せ
て
―
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。

　

講
演
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
で
は
若
年
層
が
都
市
部
に
移

住
し
、
都
市
部
で
の
生
活
に
不
安

を
持
つ
高
齢
者
が
強
引
に
高
台
に

移
転
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、
高
台

の
集
落
が
消
滅
し
て
い
っ
て
お

り
、
結
果
、
都
市
部
の
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
化
が
進
ん
だ
と
解
説
。

能
登
半
島
地
震
で
も
同
様
の
棄
民

政
策
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い

と
し
た
。

　

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
で
は
、

他
の
災
害
に
比
べ
て
極
端
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
少
な
い
こ
と
を
紹

介
。
関
東
大
震
災
に
際
し
て
、
昭

和
天
皇
が
「
国
民
精
神
作
興
に
関

す
る
詔
書
」
を
示
し
、
公
益
や
社

会
事
業
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と

を
臣
民
に
求
め
る
と
と
も
に
、
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
っ
て
広
ま

り
つ
つ
あ
っ
た
民
主
的
な
思
想
を

牽
制
し
た
こ
と
を
引
い
て
、
行
政

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
社
会

運
動
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
排
除
し

て
い
る
と
し
て
、
行
政
や
国
の
戦

前
回
帰
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
国
の
社
会
保
障

政
策
に
つ
い
て
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
・
擁
護
な
ど
の
国
の
義
務
を

「
公
助
」
と
い
う
「
お
上
に
よ
る

恩
恵
」
に
退
化
さ
せ
、「
自
助
・

互
助
」
に
置
き
換
え
て
い
る
と
し

て
厳
し
く
批
判
し
た
。

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

石
原　

続
雄
先
生

須
磨
区　

内
科

３
月
25
日

享
年
84
歳

ミニチラシのご注文、お問い合わせは、☎078－393－1840まで

オンラインでのご参加は右の二次元コードから、
 来場お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807 政策部まで

健康情報テレホンサービス
固定電話からは0120-979-451（通話料無料）
携帯電話からは078-393-1824/078-393-1825

　ポスター、ミニチラシを受付に置いていただくな
ど、ご案内にご協力よろしくお願いいたします。

ポスター今号同封！

文化部特別企画

スポーツを通して考える「社会と平和」
日　時　７月21日（日）14時～16時
会　場　協会５階会議室
講　師　平尾　剛氏（神戸親和大学教授、元ラグビー日本代表）

第53回保団連夏季セミナー参加者募集第53回保団連夏季セミナー参加者募集
日　時　８月３日（土）～４日（日）＊参加費協会負担
会　場　 東京・都市センターホテル（千代田区平河町２－４－１、地下鉄

「麹町」「永田町」徒歩約４分）またはWeb視聴
〈第１日目〉８月３日（土）全体会　18時30分～21時
　 記念講演　「報道現場から見る政治情勢」（演者）玉川　徹氏（元テレビ

朝日社員、『羽鳥慎一モーニングショー』のレギュラーコメンテーター）
〈第２日目〉８月４日（日）講座　９時30分～12時（いずれか一つ選択）
　 （テーマ）能登半島地震の急性期の諸問題と「よりよき復興」の能登モ

デルをめざして（仮）／軍事大国化する日本に未来はあるのか／ジェン
ダー格差の要因～実証経済学の視点から～／今後の歯科医療を考える
シンポジウム　13時～15時30分
　 （テーマ）「患者・国民、医療現場を守る地域医療へ～地域の医科・歯

科診療所・中小病院が果たす役割を考える～」（仮）

　過剰な商業主義や勝利至上主義、子どもたちへ
の指導法、根性論の功罪など、今日スポーツが抱
える課題は、政治や経済、環境問題など私たちの
生活に密接に関わっています。
　今回は、ラグビー元日本代表で現在は神戸親和
大学教授の平尾さんに、スポーツをめぐる「い
ま」を様々な視点から問い直していただき、「社
会と平和」をみなさんと一緒に考える企画にした
いと考えています。是非ご参加ください。

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
べ
く
同
時

弁
護
士

藤
田

洋
介

兵
庫
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
が
総
会

井
口
先
生
が
い
ま
の
国
の
社
会
保
障

制
度
は
国
の
義
務
を
「
恩
恵
」
に
退

化
さ
せ
て
い
る
と
指
摘　
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歯
科
診
療
報
酬
改
定
ア
ン
ケ
ー
ト
に
２
５
２
人
が
協
力

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
施
設
基
準

「
届
出
し
な
い
・
し
な
い
予
定
」「
様
子
を
み
る
」
77
％

 

副
理
事
長　
　

川
村　

雅
之

　

協
会
歯
科
部
会
は
、
改
定
直
前
の
５
月
26
日
の
研
究
会
時
と
６

月
６
日
〜
25
日
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
改
定
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
２
５
２
人
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
と

分
析
に
つ
い
て
、
川
村
副
理
事
長
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

　

診
療
報
酬
改
定
が
６
月
実
施
と

な
っ
た
が
、
歯
科
で
は
多
岐
に
わ

た
る
細
か
な
変
更
と
新
設
項
目
が

あ
り
、
３
月
の
告
示
通
知
発
出
以

降
も
訂
正
通
知
や
疑
義
解
釈
が
出

さ
れ
混
乱
し
た
。
実
質
マ
イ
ナ
ス

改
定
の
な
か
で
歯
科
診
療
と
関
係

の
な
い
医
療
Ｄ
Ｘ
や
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
に
財
源
が
割
か
れ
、
現

場
が
望
む
改
定
に
な
ら
な
か
っ

た
。
基
本
診
療
料
、
歯
科
技
術
料

を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
。

　

歯
科
外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
に
つ
い
て
、「
届
出
し

た
・
す
る
予
定
」
は
59
人
（
23
・

４
％
）
だ
っ
た
。「
し
ば
ら
く
様

子
を
み
る
」
は
１
０
１
人
（
40
・

１
％
）、「
届
出
し
な
い
・
し
な
い

予
定
」
は
92
人
（
36
・
５
％
）
の

回
答
だ
っ
た
（
図
１
）。

　

「
届
出
し
た
・
す
る
予
定
」
の

場
合
、
届
出
手
続
き
の
担
当
は
、

院
長
48
人
（
81
・
３
％
）、
事
務

長
10
人
（
16
・
９
％
）、
社
労
士

等
委
託
１
人
（
１
・
６
％
）
だ
っ

た
。
法
人
や
病
院
歯
科
は
事
務
長

が
対
応
し
、
一
般
の
歯
科
診
療
所

は
経
費
を
か
け
ず
に
院
長
が
時
間

を
か
け
て
対
応
し
て
い
る
状
況
が

見
て
取
れ
る
。

「
実
務
が
煩
雑
で

対
応
困
難
」
66
％

　

「
し
ば
ら
く
様
子
を
み
る
」

「
届
け
出
し
な
い
、
し
な
い
予

定
」
と
回
答
し
た
１
９
３
人
に
つ

い
て
、
そ
の
理
由
（
複
数
回
答
）

で
一
番
多
か
っ
た
の
は
、「
①
届

出
の
計
画
書
や
報
告
書
な
ど
の
実

務
が
煩
雑
で
対
応
が
困
難
」
１
２

８
人
（
66
・
３
％
）
だ
っ
た
。

「
③
次
の
改
定
以
降
も
同
レ
ベ
ル

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
続
け
ら
れ
る

医
院
収
益
が
確
保
で
き
な
い
」
79

人
（
40
・
９
％
）、「
⑥
診
療
報
酬

の
財
源
は
、
初
再
診
料
や
医
療
技

術
の
評
価
引
き
上
げ
に
回
す
べ
き

だ
と
思
う
か
ら
」
65
人
（
33
・
７

％
）
と
続
く
（
図
２
）。

　

２
割
の
方
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
届
出
を
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
長
年
に
わ
た
る
低
い
診
療
報

酬
に
よ
り
、
歯
科
医
院
経
営
が
厳

し
さ
を
増
す
中
、
な
ん
と
か
賃
金

引
き
上
げ
財
源
の
確
保
を
と
の
選

択
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
大
多
数

は
、
届
出
し
な
い
、
様
子
を
み
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
私

の
医
院
も
届
出
し
て
い
な
い
。
歯

科
訪
問
診
療
の
減
算
な
ど
で
経
営

は
厳
し
い
が
、
評
価
料
に
つ
い
て

は
、
院
内
の
ス
タ
ッ
フ
相
互
、
患

者
と
医
療
者
の
分
断
に
つ
な
が
る

上
、
診
療
行
為
と
関
係
な
い
「
賃

上
げ
」
の
た
め
の
加
算
点
数
を
診

療
報
酬
に
設
け
る
の
は
そ
も
そ
も

お
か
し
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

診
療
報
酬
改
善
と

不
合
理
是
正
求
め
る

　

改
定
で
影
響
が
あ
る
と
思
う
項

目
に
つ
い
て
は
、
複
数
回
答
で
多

数
の
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
を
い
た
だ

い
た
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
①
「『
外
感

染
１
』
の
新
設
で
人
員
要
件
が
緩

和
さ
れ
歯
科
衛
生
士
の
雇
用
が
で

き
て
い
な
く
て
も
届
出
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」。
こ
れ
は

一
定
の
改
善
と
し
て
評
価
し
た
い

が
、
そ
も
そ
も
す
べ
て
の
医
療
機

関
に
対
し
て
感
染
対
策
費
用
が
増

大
し
て
い
る
の
だ
か
ら
施
設
基
準

な
し
で
評
価
す
る
、
ま
た
は
初
再

診
料
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と

が
必
要
だ
。

　

②
「
補
管
の
対
象
か
ら
金
属
の

単
冠
が
外
れ
た
こ
と
」。
中
途
半

端
な
改
定
の
た
め
に
マ
イ
ナ
ス
感

が
あ
る
が
、
２
年
間
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
の
成
功
報
酬
で
あ
る
補

管
の
対
象
か
ら
外
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
や
む
を
得
な
い
ケ
ー
ス
の

再
作
製
が
歯
科
医
師
の
判
断
で
可

能
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
。
補
管
導
入
時
に
歯
科
技
術
点

数
を
分
離
し
た
の
だ
か
ら
歯
科
技

術
料
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
た

い
。

　

③
「
ブ
リ
ッ
ジ
支
台
歯
の
前
装

Ｍ
Ｃ
が
５
番
ま
で
適
応
拡
大
」

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
・
イ
ン
レ

ー
の
適
応
拡
大
」、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
材
料
Ⅲ
に
つ
い
て
通
知
の

文
言
で
は
分
か
り
づ
ら
く
、
適
用

の
可
否
を
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
で
示

し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。

　

④
「
抜
髄
と
生
切
時
に
麻
酔
薬

剤
料
が
算
定
可
能
に
な
っ
た
こ

と
」。
使
用
し
た
麻
酔
薬
剤
料
に

つ
い
て
は
算
定
で
き
る
よ
う
さ
ら

な
る
拡
大
を
求
め
た
い
。

　

自
由
意
見
で
は
、「
感
染
対
策

費
用
が
増
大
し
て
い
る
の
に
基
本

診
療
料
の
評
価
が
低
す
ぎ
る
」

「
Ｄ
Ｘ
や
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
な
く

歯
科
技
術
料
の
点
数
を
上
げ
て
ほ

し
い
」「
材
料
費
高
騰
で
物
価
高

に
対
応
で
き
な
い
」「
相
変
わ
ら

ず
義
歯
の
評
価
が
低
い
ま
ま
だ
」

「
４
人
以
上
の
歯
科
訪
問
診
療
料

の
減
額
は
ひ
ど
い
。
訪
問
す
る
な

と
い
う
こ
と
か
」「
医
科
と
比
べ

て
も
医
学
管
理
の
点
数
が
歯
管
の

初
月
80
点
な
ど
低
す
ぎ
る
」
な
ど

多
数
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

協
会
歯
科
部
会
は
今
後
も
厚
労

省
に
対
し
、
歯
科
の
経
営
状
況
や

長
年
の
課
題
を
踏
ま
え
た
診
療
報

酬
改
善
、
不
合
理
是
正
を
強
く
求

め
て
現
場
か
ら
の
声
を
届
け
要
請

し
て
い
く
。

〈その５〉医科医科
新点数新点数ＱＱＡＡ＆＆

介護老人保健施設、介護医療院、特
別養護老人ホームとされています。
Ｑ３　施設基準として、「介護保険
施設等から協力医療機関として定め
られている医療機関である」との要
件があるが、
①協力医療機関とは何か。
②特別養護老人ホームの配置医師で
あればよいか。
Ａ３　①介護保険施設等の人員、設
備および運営基準で、当該施設が定
めることとされている協力医療機関
のことであり、施設側は、協力医療
機関を定め、協力医療機関の名称等
を自治体に届け出ることとされてい
ます。
②配置医師であれば満たすわけでは
ありません。なお、配置医師の所属
する医療機関が、協力医療機関とな
ることはできます。

〈在宅時医学総合管理料・
 施設入居時等医学総合管理料〉
訪問診療回数が多い医療機関の減算
Ｑ４　単一建物診療患者が「10～19

人」、「20～49人」、「50人以上」の区
分において、自院および特別の関係
の医療機関（2024年３月31日までに
開設したものを除く）の「直近３月
間の訪問診療回数の合計が2,100回
以上」かつ「所定の要件を満たせな
い」場合、100分の60の点数を算定
することとされたが、
①訪問診療回数の合計はどのように
算出するのか。
②所定の要件とはどのような要件
か。
Ａ４　①各月の１日時点の直近３カ
月の訪問診療の算定回数により算出
します。なお、当該算定回数は確認
できるように記録しておく必要があ
ります。
②以下の要件を全て満たすことが求
められます。
ア．直近１年間に５以上の医療機関
から、文書による紹介を受けて訪問
診療を開始した実績がある。
イ．当該医療機関において、直近１
年間の在宅における看取りの実績を
20件以上有している、または15歳未
満の超重症児および準超重症児に対
して、月３回以上の訪問診療を実施
し、在宅時医学総合管理料または施
設入居時等医学総合管理料を10件以
上算定している。
ウ．直近３カ月に在宅時医学総合管
理料または施設入居時等医学総合管
理料を算定した患者のうち、施設入

居時等医学総合管理料を算定した患
者の割合が７割以下。
エ．直近３カ月に在宅時医学総合管
理料または施設入居時等医学総合管
理料を算定した患者のうち、要介護
３以上または別表第８の２に定める
状態の患者等の割合が５割以上。
Ｑ５　ＱＡ４について経過措置はあ
るか。
Ａ５　2024年３月31日時点で、在宅
時医学総合管理料または施設入居時
等医学総合管理料の届出を行ってい
る医療機関については、2024年９月
30日までの経過措置が設けられてい
ます。
Ｑ６　直近３カ月の訪問診療回数の
合計には、特別の関係の医療機関に
よるものも含めるのか。
Ａ６　含めます。なお、2024年３月
31日までに開設した特別の関係の医
療機関の訪問診療回数は、含めなく
て結構です。
Ｑ７　減算となるのは、単一建物診
療患者数が「10～19人」、「20～49
人」、「50人以上」の区分の点数だ
が、A４の①の訪問診療の算定回数
は、当該区分に該当する患者の訪問
診療の算定回数のみにより算出する
のか。
Ａ７　全ての患者の訪問診療の算定
回数により算出します。
　お問い合わせは、☎078－393－
1803（平日10～12時、14～16時）

〈往診料〉
Ｑ１　レセプト「摘要」欄への記載
について、記載不要となった事項は
あるか。
Ａ１　当該月に在宅患者訪問診療料
（Ⅰ）または（Ⅱ）を算定している
場合に、当該往診を行った年月日を
記載することとされていましたが、
不要となりました。

〈介護保険施設等連携往診加算〉
Ｑ２　介護保険施設等連携往診加算
（200点）の対象となる「介護保険
施設等」に、以下の施設は含まれる
か。
①有料老人ホーム
②サービス付き高齢者向け住宅
③認知症対応型グループホーム
Ａ２　いずれも含まれません。加算
の対象となる介護保険施設等とは、

※厚労省疑義解釈や、保団連『新
点数・介護報酬Q&A』より抜粋
・改変

図２　しばらく様子をみる、届け出しない、しない予定
　 と回答した理由は？（193人中、複数回答可）

図１　歯科外来・在宅　ベースアップ評価料の
新設について　　　　　　　　　

① 届出の計画書や報告書などの実務が煩雑で対応
が困難 128人（66.3％）

② ６月改定前に別途賃金を引き上げ済み
 51人（26.4％）
③ 次の改定以降も同レベルのベースアップを続け

られる医院収益が確保できない　79人（40.9％）
④ 対象職種が限定されており不平等で使いにくい
　 44人（22.8％）
⑤ 診療報酬明細書に「ベースアップ評価料」と記

載されることによる患者対応を懸念
 62人（32.1％）
⑥ 診療報酬の財源は、初再診料や医療技術の評価

引き上げに回すべきと思うから　65人（33.7％）
⑦対象職種がいない ２人（1.0％）
⑧よくわからないから 33人（17.1％）
⑨その他ご意見、無回答 11人（5.7％）

届出した・
する予定
59人（23.4%）

しばらく様子をみる
101人（40.1%）

届出しない・
しない予定
92人（36.5%）
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東日本大震災・福島第一原発事故　被災地訪問

出会った人々から学ぶ被災13年の課題出会った人々から学ぶ被災13年の課題参
加
記

　

兵
庫
協
会
は
東
日
本
大
震
災
・

福
島
第
一
原
発
事
故
以
来
、
継
続

し
て
実
施
し
て
い
る
被
災
地
へ
の

訪
問
活
動
を
５
月
３
日
〜
５
日
に

実
施
。
森
岡
芳
雄
副
理
事
長
、
広

川
恵
一
顧
問
が
参
加
し
、
元
京
都

大
学
原
子
炉
実
験
所
の
小
出
裕
章

氏
に
同
行
い
た
だ
き
、
放
射
線
量

の
測
定
・
分
析
を
依
頼
し
た
（
小

出
氏
の
レ
ポ
ー
ト
は
前
号
既

報
）。
森
岡
副
理
事
長
の
参
加
記

を
掲
載
す
る
。

13
年
目

３
回
目
の
訪
問

　

私
に
と
っ
て
は
、
３
回
目
の
被

災
地
訪
問
で
し
た
。
一
度
目
は
、

震
災
数
年
後
、
震
災
・
事
故
の
被

害
を
目
の
当
た
り
に
し
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
に
襲
わ
れ
る
と
と
も
に
激
し
い

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
度
目
は
、
５
年
目
、
福
島
医

療
生
協
の
齋
藤
紀
先
生
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。
被
曝
と
小
児

の
甲
状
腺
癌
と
の
関
係
や
避
難
の

是
非
が
か
ま
び
す
し
い
時
期
で
、

根
無
し
草
の
私
に
は
な
い
、
ふ
る

さ
と
へ
の
深
い
愛
着
を
持
っ
た
人

々
へ
の
理
解
な
し
に
は
、
東
北
の

被
災
は
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
訪
問
で
し

た
。

　

『
被
曝
し
た
く
は
な
い
』
想
い

は
一
つ
で
も
、『
そ
の
人
生
に
お

け
る
選
択
肢
は
異
な
る
』。
被
災

者
の
想
い
に
寄
り
添
う
こ
と
の
大

切
さ
を
多
少
な
り
と
も
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
体
感
し
、
意
識
し
て

い
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
奥
深
さ
、
難
し
さ

を
福
島
の
地
で
、
現
地
医
師
か
ら

の
言
葉
と
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

13
年
目
を
迎
え
る
今
回
は
、
被

災
し
た
人
々
を
訪
ね
ま
し
た
。

岩
手
県
一
関
市
〜

　

宮
城
県
気
仙
沼
市

「
地
方
切
り
捨
て
」加
速

　

５
月
３
日
、
９
時
に
一
関
市
で

訪
問
看
護
師
の
菊
池
優
子
さ
ん
と

対
面
。
菊
池
さ
ん
は
、
被
災
年
の

12
月
に
一
関
市
か
ら
宮
城
県
気
仙

沼
市
の
山
間
部
に
開
設
さ
れ
た
仮

設
住
宅
に
片
道
40
〜
50
分
か
け
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
高
齢
者
へ
の
定

期
的
訪
問
を
始
め
、
震
災
特
例
一

人
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
実

践
し
、
今
日
も
訪
問
看
護
セ
ン
タ

ー
所
長
・
医
療
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い

ま
す
。
朗
ら
か
な
笑
顔
で
迎
え
入

れ
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
り
過
疎
化
が
加
速

し
、
コ
ロ
ナ
禍
、
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
の
削
減
と
続
き
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
施
設
の

廃
止
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
現

状
と
、
高
齢
化
に
よ
り
独
居
が
難

し
く
な
っ
た
お
年
寄
り
た
ち
が

「
地
域
で
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い

が
ゆ
え
に
故
郷
を
再
び
離
れ
、
家

族
の
い
る
先
に
身
を
寄
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
」「
支

援
者
も
高
齢
化
し
て
き
て
い
る
」

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
政
府
の
医
療
・
介
護
・
福
祉

ん
を
訪
問
。
鈴
木
さ
ん
の
語
り
か

ら
う
か
が
わ
れ
る
復
興
住
宅
で
の

人
と
人
の
つ
な
が
り
や
外
出
機
会

の
少
な
さ
。
村
上
さ
ん
が
続
け
て

こ
ら
れ
た
「
声
な
き
者
の
声
を
い

か
に
周
囲
に
届
け
、
支
援
の
輪
を

ひ
ろ
げ
る
か
」。
個
人
を
大
切
に

す
る
と
い
う
こ
と
が
、
今
の
日
本

の
政
策
か
ら
い
か
に
零
れ
落
ち
て

し
ま
っ
て
い
る
の
か
を
体
験
し
た

瞬
間
で
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
初
対

面
の
私
に
も
優
し
く
、
自
作
の
携

帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

村
上
さ
ん
か
ら
気
仙
沼
市
の
二

つ
の
看
護
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
た
と

の
報
告
が
あ
り
、「
避
難
に
よ
り

若
者
が
少
な
く
、
看
護
学
校
進
学

者
が
お
ら
ず
、
卒
業
し
て
も
地
元

医
療
機
関
に
残
る
者
が
少
な
い
」

と
現
状
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
地
方
切
り
捨
て
」
が
、
被
災

地
に
は
よ
り
過
酷
な
仕
打
ち
と
な

っ
て
い
ま
す
。
能
登
に
も
行
か
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

気
仙
沼
市
で
は
も
う
一
人
、
す

が
と
よ
酒
店
の
菅
原
文
子
さ
ん
に

お
会
い
し
ま
し
た
。
津
波
で
ご
主

人
と
義
父
母
を
目
の
前
で
失
く
さ

れ
た
経
験
を
乗
り
越
え
、
１
０
０

年
続
く
酒
屋
を
再
建
・
継
承
し
、

息
子
さ
ん
と
と
も
に
地
元
の
お
酒

を
販
売
す
る
傍
ら
、
店
舗
の
２
階

に
ミ
ニ
ホ
ー
ル
を
設
け
、
地
域
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
提
供
す
る

活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

終
始
笑
顔
で
前
を
向
い
て
お
ら
れ

る
よ
う
な
表
情
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

福
島
県
福
島
市
〜
飯
舘
村

飯
舘
村
の

「
ま
で
い
」
感
じ
る

　

福
島
市
へ
移
動
し
、
福
島
県
保

険
医
協
会
理
事
長
の
松
本
純
先
生

と
菅
原
浩
哉
前
事
務
局
長
と
夕
食

を
共
に
し
、
医
療
・
介
護
の
後
退

局
面
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

５
月
４
日

は
、
飯
舘
村
で

避
難
指
示
解
除

前
か
ら
お
母
様

の
願
い
を
叶
え

る
た
め
に
帰
郷

さ
れ
、
お
母
様

の
死
後
も
暮
ら

さ
れ
て
い
る
大

久
保
金
一
さ
ん

宅
の
訪
問
か
ら

始
ま
り
ま
し

た
。
向
か
う
山

間
の
道
路
で

は
、
車
内
か
ら

の
測
定
で
も
０
・
４
〜
０
・
６
μ

Sv
／
ｈ
、
住
宅
周
辺
は
除
染
さ
れ

０
・
１
〜
０
・
15
μ
Sv
／
ｈ
程
で

し
た
。

　

大
久
保
さ
ん
が
丹
精
に
作
ら
れ

て
い
る
広
大
な
花
園
は
満
開
の
桜

並
木
。
そ
の
花
園
の
奥
の
山
林
近

く
は
、
１
・
０
μ
Sv
／
ｈ
と
高
値

で
し
た
。

　

次
に
、
同
じ
飯
舘
村
の
菅
野
芳

子
さ
ん
の
お
宅
で
、
高
橋
ト
シ
子

さ
ん
、
籏
野
梨
恵
子
さ
ん
の
３
人

の
方
に
お
会
い
し
ま
し
た
。

　

菅
野
芳
子
さ
ん
は
、
映
画
「
飯

舘
村
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち　

土
と
と

も
に
」
に
亡
く
な
ら
れ
た
菅
野
榮

子
さ
ん
と
出
演
さ
れ
た
方
で
、
ゆ

っ
く
り
、
て
い
ね
い
な
、
人
と
自

然
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
こ

の
地
域
の
「
ま
で
い
」
と
呼
ば
れ

る
生
き
方
を
大
切
に
し
て
こ
ら
れ

た
方
で
、
飯
舘
村
の
伝
統
的
な
食

文
化
を
今
も
伝
え
続
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
３
人
の
語
ら
い
か
ら
、

「
ま
で
い
」
を
肌
で
感
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
手
作
り
の
「
凍
み

餅
」
を
い
た
だ
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
菅
野
榮
子
さ
ん
の
お
墓
参
り

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
島
県
南
相
馬
市
〜

 

大
熊
町
〜
楢
葉
町

語
ら
れ
な
い
思
い
・
無
念

　

南
相
馬
市
に
入
り
、
大
町
病
院

で
猪
又
義
光
院
長
・
藤
原
珠
世
看

護
部
長
と
懇
談
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
行
政
と
の
連
携
を
意
識

し
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

病
院
と
し
て
、
独
自
の
看
護
師
確

保
施
策
を
講
じ
ら
れ
、
成
果
を
上

げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
藤
原
さ
ん

が
今
回
の
診
療
報
酬
改
悪
に
も
め

げ
ず
に
看
護
部
門
で
の
経
営
的
な

対
策
を
見
据
え
て
お
ら
れ
た
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
23
年
７
月
に
開
館
し

た
『
お
れ
た
ち
の
伝
承
館
』
を
訪

れ
ま
し
た
。
長
年
放
置
さ
れ
て
い

た
倉
庫
を
「
原
発
事
故
や
福
島
の

そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
を
自
分
の
表
現

（
複
合
ア
ー
ト
）
で
語
り
継
ぐ
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
除
染
、
改

修
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
写
真
家

で
館
長
の
中
筋
純
さ
ん
や
運
営
ス

タ
ッ
フ
の
地
元
の
方
々
と
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

入
り
口
近
く
の
和
紙
な
ど
で
か

た
ど
ら
れ
た
仔
牛
の
死
体
は
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
で
し
た
し
、『
貝
か
ら

の
つ
ぶ
や
き
』
と
題
す
る
い
く
つ

も
の
小
箱
の
中
に
貝
と
と
も
に
添

え
ら
れ
た
つ
ぶ
や
き
に
は
、
表
立

っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
な
い
思
い
が

表
現
さ
れ
、
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
に

事
故
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
官
製

の
伝
承
記
録
に
は
な
い
生
々
し
さ

を
、
気
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。

　

大
熊
町
で
は
、
元
副
町
長
で
震

災
時
の
避
難
、
震
災
後
の
復
旧
に

自
治
体
幹
部
と
し
て
関
わ
ら
れ
た

石
田
仁
さ
ん
宅
を
お
訪
ね
し
ま
し

た
。
言
葉
少
な
に
語
ら
れ
る
奥
に

震
災
当
時
以
降
の
い
ろ
ん
な
思
い

・
無
念
が
飲
み
込
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

楢
葉
町
で
、
50
年
近
く
前
か
ら

反
原
発
運
動
に
か
か
わ
っ
て
お
ら

れ
た
故
早
川
篤
雄
住
職
の
宝
鏡
寺

に
あ
る
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

・
ビ
キ
ニ
・
フ
ク
シ
マ
伝
言
館
」

を
訪
れ
ま
し
た
。
夫
人
の
千
枝
子

さ
ん
が
遺
志
を
引
き
継
ぎ
し
っ
か

り
と
伝
言
館
を
守
ら
れ
て
い
る
姿

に
、
敬
意
と
信
念
、
愛
情
の
強
さ

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

　

原
発
悔
恨
・
伝
言
の
碑
に
は
、

「
電
力
企
業
と
国
家
の
傲
岸
に　

立
ち
向
か
っ
て
40
年
力
及
ば
ず　

原
発
は
本
性
を
剥
き
出
し　

ふ
る

さ
と
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
奪

っ
た　

人
々
に
伝
え
た
い　

感
性

を
研
ぎ
澄
ま
し　

知
恵
を
ふ
り
し

ぼ
り　

力
を
結
び
合
わ
せ
て　

不

条
理
に
立
ち
向
か
う
勇
気
を
！　

科
学
と
命
へ
の
限
り
な
い
愛
の
力

で
！
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

福
島
県
い
わ
き
市

漁
業
者
の
苦
悩
う
か
が
う

　

い
わ
き
市
の
勿な

こ
そ来

漁
協
を
訪

れ
、
組
合
長
の
芳
賀
文
夫
さ
ん
と

共
産
党
福
島
県
議
の
宮
川
え
み
子

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
政

府
は
漁
業
者
と
の
約
束
を
反
故
に

し
て
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
の

海
洋
投
棄
を
強
行
し
ま
し
た
。

　

「
漁
の
や
り
が
い
を
奪
わ
れ

た
。
震
災
で
漁
師
だ
け
で
な
く
、

廃
業
・
転
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

漁
業
に
関
わ
る
方
が
数
多
く
い

る
。
漁
は
解
禁
さ
れ
た
が
、
仲
買

人
や
卸
、
加
工
業
者
が
以
前
の
よ

う
に
戻
っ
て
き
て
い
な
い
の
で
、

漁
獲
高
は
３
分
の
１
程
度
。
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
の
海
洋
投
棄

で
、
さ
ほ
ど
大
き
な
影
響
は
今
の

と
こ
ろ
出
て
は
い
な
い
」
と
ひ
と

ま
ず
安
堵
さ
れ
て
い
る
ご
様
子
。

　

言
葉
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
を

し
て
も
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
に
も
取

り
切
れ
な
か
っ
た
放
射
能
汚
染
物

質
が
含
ま
れ
て
い
る
汚
染
水
が
実

際
に
投
棄
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、「
風
評
被
害
」
で
は
な
く

実
害
で
あ
り
、
ま
た
、
希
釈
し
て

い
て
も
、
な
お
増
え
続
け
て
い
く

わ
け
で
、
総
量
的
に
は
際
限
が
な

く
、
良
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

『
放
射
性
物
質
は
ほ
ぼ
検
出
限

界
以
下
』
と
い
う
の
は
、
押
し
付

け
る
国
の
論
理
で
す
。
福
島
県
最

南
端
の
勿
来
漁
港
は
、
茨
木
県
平ひ

ら

潟か
た

漁
港
と
３
０
０
ｍ
と
離
れ
て
い

ま
せ
ん
。
組
合
長
は
「
海
は
続
い

て
い
る
。
あ
の
小
さ
な
岬
の
先
を

回
っ
た
平
潟
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ

た
魚
は
以
前
か
ら
流
通
し
て
い

る
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
（
平
潟
漁

港
再
開
11
年
９
月
か
ら
。
勿
来
漁

港
試
験
操
業
13
年
10
月
か
ら
、
魚

市
場
開
場
21
年
９
月
か
ら
）。

　

「
誰
も
放
射
能
汚
染
に
晒
さ
れ

た
も
の
を
獲
ろ
う
と
は
思
っ
て
い

な
い
。
市
場
に
出
し
て
食
卓
に
並

べ
て
ほ
し
い
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
自
分
た
ち
に
も
生

活
が
あ
る
」

　

懇
談
の
間
中
、
組
合
長
の
表
情

に
晴
れ
や
か
な
も
の
を
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

固
く
粘
り
強
い
信
念

受
け
継
が
な
け
れ
ば

　

被
災
地
で
お
会
い
で
き
た
、
い

ず
れ
の
方
も
70
代
、
80
代
の
方
が

多
く
、
今
の
ま
ま
で
は
過
疎
と
高

齢
化
の
中
で
置
き
去
り
に
さ
れ
、

大
切
な
文
化
や
美
し
い
自
然
が
失

わ
れ
て
い
く
と
感
じ
ま
し
た
。

　

「
あ
ん
な
高
い
防
潮
堤
が
要
る

の
か
。
き
れ
い
な
海
が
、
海
岸
線

が
全
く
見
え
な
い
。
宅
地
な
ど
の

高
台
移
転
だ
け
で
十
分
で
は
な
か

っ
た
の
か
」
漏
ら
さ
れ
た
言
葉
に

被
災
地
の
人
々
と
は
離
れ
た
と
こ

ろ
で
決
ま
っ
て
い
く
異
様
な
復
興

を
感
じ
ま
し
た
。

　

廃
炉
に
ど
れ
だ
け
か
か
る
の
か

は
分
か
ら
な
く
て
も
、
人
々
の
生

活
は
、
地
域
は
、
も
っ
と
早
い
時

期
に
も
っ
と
再
興
で
き
た
の
で
は

な
い
か
!?　

公
助
を
抑
制
し
、
地

域
の
共
同
体
意
識
を
悪
用
し
、
自

助
・
共
助
を
誘
導
し
て
い
や
し
な

い
か
？　

能
登
半
島
地
震
を
見
る

に
つ
け
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
30
年
を
経
て
も
何
も
変
わ
ら
ぬ

被
災
者
対
策
。
震
災
を
利
用
し
た

地
方
統
廃
合
推
進
計
画
を
東
日
本

大
震
災
で
見
出
し
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
く
さ
ん
の
耕
作
放
棄
地
を

見
ま
し
た
。
荒
廃
し
て
い
く
里
山

だ
ら
け
で
し
た
。

　

真
新
し
い
設
備
の
整
っ
た
戸
建

て
公
営
住
宅
に
入
る
人
の
半
分
く

ら
い
は
、
廃
炉
や
除
染
の
原
発
労

働
者
や
土
地
開
発
業
者
で
、
人
口

回
復
指
標
の
水
増
し
に
な
っ
て
い

ま
す
。
被
災
地
の
原
発
依
存
は
、

今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

国
民
、
地
方
、
自
然
、
一
次
産

業
―
―
こ
の
国
の
政
府
は
、
基
盤

と
な
る
も
の
を
追
い
込
み
、
廃
ら

せ
、
見
捨
て
て
、
ど
う
し
よ
う
と

い
う
の
で
し
ょ
う
か
?!　

改
め
て

こ
の
国
の
政
治
の
無
能
、
腐
敗
に

憤
り
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

故
郷
を
想
い
、「
自
分
た
ち
で

や
り
と
げ
る
ぞ
！
」
と
い
う
固
く

粘
り
強
い
信
念
が
、
今
回
出
会
う

こ
と
の
で
き
た
方
々
か
ら
に
じ
み

出
て
い
ま
し
た
。「
私
た
ち
も
受

け
継
が
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
願
う

ば
か
り
で
し
た
。

　

こ
の
13
年
間
、
見
て
、
ほ
と
ん

ど
何
も
し
て
こ
な
か
っ
た
、
見
ぬ

ふ
り
を
し
て
い
た
の
と
同
じ
自

分
。
や
は
り
自
分
の
脚
で
こ
の
東

北
の
地
を
訪
れ
よ
う
と
今
ま
で
以

上
に
思
い
ま
し
た
。

・
教
育
の
軽
視

政
策
が
被
災
地

に
、
よ
り
大
き

な
負
担
を
課
し

て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し

た
。

　

気
仙
沼
市
に

移
動
し
、
医
療

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
村
上
充

さ
ん
と
合
流

し
、
災
害
復
興

住
宅
で
暮
ら
す

鈴
木
冨
喜
子
さ

訪問看護師の菊池優子さん（左２人目）に
お話を伺う（右端が筆者）　　　　　　　

ボランティアコーディネーターの村上充さん
（後列右）と災害復興住宅を訪れ、住民の鈴
木冨喜子さん（左２人目）とお会いした　　

副理事長　　森岡　芳雄
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Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

テ
レ
ビ
番
組
の
変
更

汚
物
風
船

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

丹
波
市　
　

眞
田　

幸
昭

　

２
０
２
４
年
５
月
27
日10:30

Ｐ
Ｍ
こ
ろ
に
、
北
朝
鮮
か
ら
の
ミ

サ
イ
ル
発
射
を
受
け
て
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
が
発
令
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
の
ど

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
同
じ
字
幕
が
表

示
さ
れ
、
通
常
の
番
組
は
一
時
的

に
中
止
さ
れ
た
。
決
め
ら
れ
た
国

の
設
定
に
し
た
が
っ
て
自
動
的
に

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
出
さ
れ
た
と
思
わ

れ
た
。

　

日
本
に
着
弾
す
る
ま
で
の
予
想

時
間
が
約
10
分
で
あ
る
の
で
、
避

難
で
き
る
の
は
健
康
な
人
の
み
だ

ろ
う
。
落
ち
た
と
こ
ろ
は
被
害
を

受
け
る
が
、
爆
弾
で
は
な
く
機
体

の
一
部
の
落
下
で
あ
る
の
で
そ
れ

ほ
ど
大
き
い
被
害
で
は
な
い
と
予

測
で
き
る
。
午
後
10
時
30
分
と
い

う
こ
の
時
間
帯
に
、
高
齢
者
や
身

体
の
不
自
由
な
人
が
10
分
未
満
で

避
難
す
る
命
令
を
発
す
れ
ば
、
む

し
ろ
避
難
に
よ
る
事
故
を
起
こ
す

確
率
の
ほ
う
が
高
い
と
思
う
。

　

自
動
的
で
は
な
く
、
最
終
的
に

人
間
が
判
断
す
る
な
ら
有
用
な
ア

ラ
ー
ム
は
多
い
。
大
雨
注
意
報
で

は
、
夜
間
で
は
避
難
で
き
な
い
高

齢
者
が
多
い
こ
と
を
考
慮
し
て
避

難
で
き
る
明
る
い
う
ち
に
ア
ラ
ー

ム
を
発
出
と
い
う
選
択
も
あ
る
だ

ろ
う
。
津
波
の
よ
う
に
危
機
が
せ

ま
る
ま
で
１
時
間
以
上
あ
る
な

ら
、
ア
ラ
ー
ム
は
き
わ
め
て
有
用

で
あ
る
。

　

過
去
に
「
北
朝
鮮
か
ら
ロ
ケ
ッ

ト
が
発
射
さ
れ
た
よ
う
で
す
」
と

の
緊
急
速
報
が
み
ら
れ
た
が
、
確

実
に
そ
う
だ
と
分
か
っ
た
時
点
で

は
す
で
に
落
下
物
は
日
本
近
郊
に

落
ち
て
い
た
と
の
報
道
は
多
々
あ

っ
た
。

　

北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
ア
メ
リ

カ
に
発
射
し
た
な
ら
、
日
本
の
ミ

サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
が
日
本
上

空
で
撃
ち
落
と
せ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
日
本
に
向
け
ら
れ

た
場
合
、
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
が
そ
れ

を
高
い
確
率
で
撃
ち
落
と
せ
る
の

だ
ろ
う
か
？　

台
湾
有
事
に
関
し

て
日
本
も
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
政
府
が
判
断
す
る
な
ら

私
は
軍
事
費
の
増
大
に
は
賛
成
だ

が
、
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
ミ
サ
イ

ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
に
予
算
を
注
ぐ

の
に
は
反
対
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
遺
憾
で
あ
る
、
絶

対
に
許
せ
な
い
行
為
で
あ
る
」
と

の
国
民
向
け
の
総
理
大
臣
か
ら
の

定
番
の
コ
メ
ン
ト
で
は
な
く
、
強

力
な
外
交
交
渉
を
実
行
す
べ
き
だ

ろ
う
。
日
本
へ
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

を
避
け
る
に
は
外
交
交
渉
し
か
な

い
の
で
あ
る
。

　

北
朝
鮮
が
韓
国
に
、
汚
物
、
ゴ

ミ
、
廃
プ
ラ
な
ど
が
入
っ
た
袋
を

飛
ば
し
て
落
下
さ
せ
て
い
る
と
い

う
。
脱
北
し
た
人
々
が
ビ
ラ
を
北

朝
鮮
に
撒
い
た
報
復
と
主
張
し
て

い
る
。
発
想
の
愚
か
さ
に
は
、
驚

き
と
怒
り
で
一
杯
だ
が
、
さ
ら
に

言
う
と
最
終
的
に
分
解
せ
ず
地
球

に
堆
積
す
る
物
質
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
バ
ラ
ま
く
の
は
、
地
球

環
境
に
と
っ
て
も
、
断
じ
て
許
せ

な
い
行
為
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る

と
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
の
元
祖
は
日

本
で
あ
る
。
先
の
戦
争
で
、
茨
城

県
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
気
球
で
爆
弾

を
飛
ば
し
た
他
、
中
国
大
陸
に
侵

略
し
て
い
た
７
３
１
部
隊
が
、
ペ

ス
ト
菌
に
感
染
し
た
ノ
ミ
の
入
っ

た
風
船
爆
弾
（
生
物
学
的
兵
器
）

を
使
用
し
た
。
ま
た
、
敗
戦
が
濃

厚
に
な
っ
て
も
、「
本
土
決
戦
」

と
称
し
て
、
参
謀
本
部
を
長
野
県

に
引
っ
越
す
計
画
の
中
で
、
宮
田

村
の
あ
る
古
刹
に
謀
略
研
究
の
登

戸
研
究
所
が
移
さ
れ
、
風
船
爆
弾

の
研
究
が
続
け
ら
れ
た
。

　

私
が
20
年
余
に
わ
た
っ
て
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
開
い
て
い
た
信
州
諏
訪

地
方
で
も
、
女
学
生
が
学
校
の
授

業
で
、
風
船
作
り
を
さ
せ
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

老
舗
の
元
祖
争
い
は
、「
オ
レ

が
オ
レ
が
」
で
あ
る
が
、
た
と
え

名
乗
り
た
く
な
く
て
も
風
船
爆
弾

の
元
祖
は
歴
史
に
留
め
置
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

（
２
０
２
４
・
６
・
12
）

ホイホイ漫画61員員

稿稿

会

投
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

すべては国の思惑

が
多
い
こ
と
を
考
慮
し
て
避

そ
し
て
「
遺
憾
で
あ
る

絶

に
引

越
す
計
画
の
中
で

宮
田

デ
ィ
ア
・　

フ
ァ
ミ
リ
ー

白岩一心
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
医
療
の
本
質

が
見
失
わ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま

せ
ん
か
？　

各
専
門
医
の
先
生

方
の
志
は
、
患
者
さ
ん
を
疾
病

や
傷
害
か
ら
回
復
さ
せ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ゆ
が

め
ら
れ
た
政
策
に
よ
っ
て
、
そ

の
志
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
と
そ

の
家
族
の
尊
厳
が
、
か
き
消
さ

れ
た
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
も
増

え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

病
院
と
担
当
医
や
研
究
チ
ー

ム
を
信
じ
て
託
す
患
者
さ
ん
と

そ
の
家
族
の
物
語
「
デ
ィ
ア
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
を
紹
介
し
ま

す
。
医
療
の
喜
び
を
心
か
ら
味

わ
え
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
作
品
は
、
世
界
で
17

万
人
の
命
を
救
っ
た
国
産
Ｉ

Ａ
Ｂ
Ｐ
（
大
動
脈
内
バ
ル
ー

ン
パ
ン
ピ
ン
グ
）
バ
ル
ー
ン

カ
テ
ー
テ
ル
の
誕
生
に
い
き

つ
く
実
話
を
映
画
化
し
た
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
で
す
。

　

１
９
７
０
年
代
、
小
さ
な
町

工
場
を
経
営
す
る
坪
井
宣
政
と

妻
・
陽
子
の
娘
で
あ
る
佳
美

は
、
生
ま
れ
つ
き
心
臓
疾
患
を

抱
え
て
い
て
、
幼
い
頃
に
余
命

10
年
を
宣
告
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
ど
こ
の
医
療
機
関
で
も
治

す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
厳

し
い
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
た

宣
政
は
、
娘
の
た
め
に
自
ら
人

工
心
臓
を
作
る
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。

　

何
も
し
な
け
れ
ば
、
死
を
待

つ
だ
け
の
10
年
。
坪
井
家
は
、

佳
美
の
命
の
た
め
、
家
族
５
人

全
員
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。
絶

対
に
あ
き
ら
め
な
い
家
族
の
途

方
も
な
く
大
き
な
挑
戦
が
始
ま

り
ま
す
…
。

　

知
識
も
経
験
も
な
い
状
態
か

ら
の
医
療
器
具
開
発
は
、
限
り

な
く
不
可
能
に
近
か
っ
た
の
で

す
が
、
宣
政
と
陽
子
は
、
娘
を

救
い
た
い
必
死
な
気
持
ち
で
研

究
に
励
み
、
有
識
者
た
ち
に
頭

を
下
げ
、
資
金
繰
り
を
し
て
何

年
も
開
発
に
奔
走
し
ま
す
。
け

れ
ど
も
、
佳
美
の
命
の
リ
ミ
ッ

ト
は
刻
一
刻
と
近
づ
い
て
き
ま

す
。

　

人
工
心
臓
の
研
究
開
発
の
途

中
、
佳
美
の
入
院
仲
間
の
女
の

子
は
、
心
臓
と
肺
の
難
病
で
亡

く
な
り
ま
す
。
原
因
の
一
因

は
、
外
国
製
の
カ
テ
ー
テ
ル
で

の
国
内
事
故
が
相
次
ぐ
こ
と
。

佳
美
は
、「
多
く
の
人
の
命
を

助
け
て
あ
げ
て
」
と
父
に
懇
願

し
ま
す
。
父
は
、
人
工
心
臓
が

で
き
て
も
、
佳
美
の
他
の
臓
器

が
持
た
な
い
こ
と
を
、
担
当
医

師
か
ら
告
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
坪
井
家
の
あ
き
ら
め
な
い

第
２
の
挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。

　

海
外
か
ら
の
輸
入
カ
テ
ー
テ

ル
で
な
く
、
国
産
で
、
日
本
人

の
心
臓
や
血
管
に
合
っ
た
カ
テ

ー
テ
ル
作
り
で
す
。

　

俳
優
、
大
泉
洋
さ
ん
が
、
主

人
公
・
宣
政
を
、
妻
・
陽
子
役

を
菅
野
美
穂
さ
ん
、
娘
・
佳
美

役
を
福
本
莉
子
さ
ん
が
熱
演
し

て
い
ま
す
。
主
人
公
の
モ
デ
ル

と
な
っ
た
筒
井
宣
政
氏
と
20
年

以
上
に
わ
た
り
親
交
の
あ
る
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
清
武

英
利
氏
に
よ
る
膨
大
な
取
材
を

基
に
描
か
れ
た
、
医
療
に
関
す

る
作
品
。
真
摯
な
父
親
と
母
親

と
、
娘
３
人
の
明
る
い
笑
顔
に

も
注
目
で
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
映
画
館
の
ス
ク
リ

ー
ン
で
鑑
賞
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？　

医
療
に
お
け

る
、
社
会
保
障
政
策
の
拡
充
、

受
療
権
を
保
障
す
る
憲
法
13
条

の
個
人
の
尊
厳
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

非営利だから掛金を安く
保障を手厚く

ドクターに最適を
提供します

※サイバー保険もお問い合わせください。

「保険医年金」、積立年金「DefL」の加入受付は締め切りました「保険医年金」、積立年金「DefL」の加入受付は締め切りました
多数のご加入ありがとうございました多数のご加入ありがとうございました

※今回ご加入の取り扱いは以下のとおりです。

▶制度の発足 ９月１日

▶「月払」初回保険料の引き去り 
　ＳＭＢＣファイナンスによる自動振替（旧診療報酬引去）の方は８月
６日、協会からの銀行口座自動振替ご指定の方は８月26日。

▶「一時払」の掛金払い込み
　「保険医年金」の「振込」の方は、協会指定口座へ８月９日までにお
振り込みください（７月初旬にご案内をお送りします）。
　「保険医年金」の「口座振替」をご指定の方は７月25日に指定口座か
ら自動振替します。
　「DefL」の「振込」の方は協会指定口座へ８月20日までにお振込みく
ださい（７月中旬にご案内をお送りします）。
　「DefL」の「口座振替」をご指定の方は８月26日に指定口座から自動振
替します。

▶加入者証（加入通知）の送付
　11月末までに、協会から直送または生命保険会社の担当社員を通じて
お届けします。

Ⓒ
２
０
２
４「
デ
ィ
ア
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

製
作
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『兵庫保険医新聞』『兵庫保険医新聞』

消夏特集号消夏特集号（8/5）（8/5）投稿募集!投稿募集!
字　数　600字程度　　締　切　７月16日（火）協会必着

テーマ ①保険証廃止で本当にいいの？　②戦争の記憶　③自由題
応募方法　［E-mail］wuyuxi@doc-net.or.jp　［FAX］078－393－1820



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０７４号２０２４年(令和６年)７月５日(毎月３回５・15・25日発行) （６）

医療費削減ありきの政策変えよう医療費削減ありきの政策変えよう
第56回総会・詳録第56回総会・詳録

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

発　
　

言

発　
　

言
（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

「
医
療
費
亡
国
論
」

打
破
し
政
権
交
代
を

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

　

４
月
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、

全
体
で
は
▲
０
・
12
％
と
な
り
、

６
回
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
だ
っ

た
。
こ
の
数
字
が
現
政
権
の
医
療

に
対
す
る
姿
勢
だ
。
医
療
機
関
の

厳
し
い
経
営
状
況
に
は
背
を
向

け
、「
歳
出
改
革
」
の
中
心
は
医

療
・
社
会
保
障
費
の
削
減
だ
。

　

財
務
省
は
、
日
本
の
医
療
制
度

の
四
つ
の
特
徴
で
あ
る
「
国
民
皆

保
険
」「
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
」「
自

由
開
業
医
制
」「
出
来
高
払
い
」

を
「
解
決
す
べ
き
課
題
」
と
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
「
公
定
価
格

の
適
正
化
、
診
療
経
営
情
報
の
見

え
る
化
」
つ
ま
り
診
療
報
酬
の
抑

制
、「
医
療
提
供
体
制
の
改
革
」

つ
ま
り
病
院
の
統
廃
合
、「
公
的

保
険
で
カ
バ
ー
す
る
範
囲
の
縮

小
」
つ
ま
り
高
度
・
高
額
な
医
療

技
術
や
医
薬
品
の
保
険
外
し
、
そ

し
て
今
回
の
選
定
療
養
に
名
を
借

り
た
先
発
品
使
用
の
保
険
外
し
な

ど
だ
。
こ
れ
ら
は
自
助
、
自
己
責

憲
法
改
変
防
ぐ
た
め

９
条
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

歯科部会

小寺　修評議員

医
師
の
増
員
と

十
分
な
診
療
報
酬
引
き
上
げ
を

政策部

大澤芳清理事

国
債
発
行
で

社
会
保
障
充
実
を政策部

幸田雄策理事

改
定
研
究
会
に

４
０
０
０
人
参
加研究部

清水映二理事

勤
務
医
拡
大
に
重
点

ご
協
力
お
願
い
し
た
い

組織部

宮武博明副理事長

「
監
視
社
会
」

進
め
る
国
止
め
よ
う

尼崎支部

山内道士評議員

世
界
の
情
勢
を
よ
く
み
て

行
動
を
考
え
よ
う

国際部

半田伸夫理事

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
へ

運
動
大
き
く

歯科部会

白岩一心副理事長

　

４
月
か
ら
働
き
方
改
革
に
よ
る

医
師
の
残
業
規
制
が
始
ま
っ
た

が
、
勤
務
医
師
が
過
労
死
ラ
イ
ン

を
大
き
く
超
え
る
年
間
１
８
６
０

時
間
の
時
間
外
勤
務
を
行
う
こ
と

で
地
域
医
療
が
成
り
立
っ
て
い

る
。

　

人
口
１
０
０
０
人
あ
た
り
の
医

師
数
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
で
農
村
部

が
２
・
９
人
、
都
市
部
は
４
・
７

人
だ
っ
た
が
、
日
本
で
は
２
・
３

人
対
２
・
５
人
。
日
本
は
農
村
部

も
都
市
部
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
よ
り

医
師
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
現
在
も
国
や
兵
庫
県

は
、
医
師
数
は
充
足
し
偏
在
が
問

題
と
し
て
い
る
。
真
の
医
師
の
働

き
方
改
革
の
た
め
、
医
師
の
増
員

と
十
分
な
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

を
協
会
と
し
て
国
に
求
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た

め
の
医
師
増
員
を
求
め
る
請
願
署

名
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

任
の
押
し
付
け
に
他
な
ら
な
い
。

　

続
い
て
患
者
負
担
を
上
げ
て
受

診
抑
制
か
ら
コ
ス
ト
削
減
へ
、
つ

ま
り
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
論
を
意
識

し
た
「
か
か
り
つ
け
医
」
に
よ
る

「
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
制
限
」
と

「
出
来
高
払
い
か
ら
マ
ル
メ
へ
の

変
更
」
で
あ
り
、
最
終
目
標
は
人

頭
払
い
制
度
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

自
由
開
業
医
制
へ
の
規
制
的
手
法

の
採
用
、
専
門
医
の
定
数
性
や
医

師
過
剰
地
域
の
１
点
単
価
の
減
額

な
ど
が
俎
上
に
上
が
っ
て
い
る
。

　

個
別
の
反
論
も
大
事
だ
が
、
や

は
り
大
本
で
あ
る
「
医
療
費
亡
国

論
」
を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
政
権
交
代
以
外
の
選
択
肢
は

な
い
よ
う
に
思
う
。

　

協
会
は
今
後
も
情
勢
に
合
わ

せ
、「
開
業
保
険
医
の
生
活
と
権

利
を
守
る
」「
住
民
と
と
も
に
地

域
医
療
の
充
実
を
め
ざ
す
」
た
め

に
、
医
科
歯
科
一
体
と
な
っ
て
、

的
確
・
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
。

　

兵
庫
協
会
は
医
科
が
96
％
、
歯

科
78
％
の
組
織
率
で
、
年
度
末
に

一
度
も
ま
だ
会
員
を
減
ら
し
た
こ

と
が
な
い
。
予
算
の
７
割
近
く
が

会
費
、
共
済
を
入
れ
れ
ば
９
割
が

会
費
と
共
済
だ
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
感
謝
す
る
。

　

５
月
に
保
団
連
組
織
部
会
、
６

月
に
勤
務
医
部
会
が
あ
っ
た
が
、

全
国
の
組
織
拡
大
の
流
れ
は
厳
し

　

今
年
度
の
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
・
福
祉
の
ト
リ
プ
ル
改
定
に
つ

い
て
、
２
カ
月
実
施
が
後
ろ
に
な

っ
た
が
大
き
な
混
乱
が
あ
っ
た
。

協
会
の
研
究
会
に
は
多
く
の
参
加

が
あ
り
、
全
体
で
４
０
０
０
人
を

超
え
た
。
講
師
を
務
め
て
い
た
だ

い
た
多
く
の
先
生
方
や
事
務
局
の

方
に
多
大
な
感
謝
を
し
て
い
る
。

　

日
常
診
療
経
験
交
流
会
が
10
月

27
日
に
開
催
さ
れ
る
。
メ
イ
ン
テ

ー
マ
は
「
か
が
や
く
未
来
は
く
る

の
か
」、
分
科
会
等
の
演
題
も
募

集
し
て
い
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
。
特
別
講
演
も
「
認
知

症
の
精
神
療
法
（
仮
）」
を
テ
ー

マ
に
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
精

神
医
学
講
座
の
繁
田
雅
弘
先
生
に

お
話
し
い
た
だ
く
。

　

日
本
は
た
び
重
な
る
不
景
気
政

策
の
お
か
げ
で
貿
易
収
支
赤
字
を

生
み
出
す
経
済
体
質
に
な
る
よ
う

に
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ

カ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
よ
る
強

引
な
日
本
没
落
政
策
だ
。

　

こ
の
ア
メ
リ
カ
に
従
う
政
策

は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
同
じ
こ
と

だ
。
報
道
の
自
由
度
で
い
う
と
日

本
は
世
界
70
位
だ
。

　

本
当
に
日
本
を
好
景
気
に
す
る

に
は
十
分
な
国
債
を
発
行
す
れ
ば

い
い
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
を
政
府

側
か
ら
言
い
出
す
こ
と
は
不
可
能

だ
。
な
ぜ
な
ら
、
テ
レ
ビ
も
政
治

家
も
ア
メ
リ
カ
の
言
い
な
り
だ
か

ら
だ
。
一
般
庶
民
か
ら
言
い
出
さ

な
い
限
り
、
決
し
て
十
分
な
国
債

発
行
が
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
保

険
医
協
会
か
ら
そ
う
し
た
発
信
を

強
め
て
い
こ
う
。

で
、
憲
法
こ
そ
が
わ
れ
わ
れ
国
民

が
権
力
を
縛
る
最
高
法
だ
。
に
も

関
わ
ら
ず
、
戦
闘
機
を
作
り
友
好

国
に
売
る
こ
と
を
、
自
民
党
と
公

明
党
の
み
で
話
し
合
い
全
く
国
会

で
議
論
す
る
こ
と
な
く
閣
議
決
定

し
た
。
憲
法
違
反
を
し
て
お
き
な

が
ら
縛
ら
れ
る
側
が
憲
法
を
変
え

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
、
イ

ス
ラ
エ
ル
が
ガ
ザ
を
侵
略
し
、
世

界
で
は
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手

段
と
し
て
、
戦
争
は
当
た
り
前
と

な
り
つ
つ
あ
り
、
80
年
も
の
長
き

に
わ
た
っ
て
戦
争
を
し
て
い
な
い

国
は
日
本
だ
け
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
提
案
だ
。
憲
法
第
９
条

に
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
頂
き
た

い
！　

そ
う
す
れ
ば
、
世
界
の
各

国
に
、
日
本
の
平
和
憲
法
を
知
ら

し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

上
、
憲
法
に
よ
り
縛
ら
れ
て
い
る

自
公
政
権
に
よ
る
憲
法
第
９
条
改

変
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
は
立
憲
民
主
主
義
国
家

医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
視
察
を
予
定

し
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
開
始
か
ら
約
２
年
半
、
８
月
３

日
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
在
住
で
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難
し
て
き
た
方

々
の
支
援
を
行
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
丸
山
美
和
さ
ん
を
お
招
き

し
、
お
話
し
い
た
だ
く
予
定
だ
。

　

日
本
は
、
世
界
で
も
非
常
に
孤

立
し
た
国
で
あ
る
が
、
や
は
り
世

界
の
情
勢
を
良
く
見
て
、
ア
メ
リ

カ
べ
っ
た
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

協
会
は
、
１
９
６
９
年
に
結
成

さ
れ
、
今
年
55
周
年
を
迎
え
た
。

　

多
彩
な
活
動
の
中
、
２
０
０
９

年
11
月
８
日
に
結
成
さ
れ
た
「
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵

　

国
際
部
は
今
年
８
月
、「
民
主

化
の
歴
史
と
医
療
の
現
在
を
た
ど

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
韓
国
視
察
ツ

ア
ー
を
開
催
す
る
。
民
主
化
運
動

の
弾
圧
な
ど
国
家
に
よ
る
暴
力
被

害
者
の
支
援
に
取
り
組
む
イ
・
フ

ァ
ヨ
ン
先
生
に
お
話
を
聞
い
た

り
、
大
邱
（
テ
グ
）
市
医
師
会
と

医
師
養
成
数
に
関
す
る
懇
談
、
高

麗
大
学
安
岩
（
ア
ナ
ン
）
病
院
で

く
、
会
員
の
高
齢
化
も
あ
る
。
勤

務
医
の
先
生
方
の
中
で
知
名
度
を

上
げ
て
、
入
会
を
得
よ
う
と
い
う

こ
と
で
は
、
地
道
な
努
力
を
重
ね

て
い
る
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
勤
務

医
会
員
を
増
や
し
た
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
。

　

政
府
が
進
め
る
医
療
Ｄ
Ｘ
の
先

は
「
監
視
社
会
」
だ
。
電
子
カ
ル

テ
の
情
報
共
有
は
個
人
情
報
が
漏

れ
る
危
険
が
増
え
る
。

　

私
た
ち
精
神
科
医
は
、
こ
こ
で

何
を
話
し
て
も
い
い
、
他
に
は
漏

れ
な
い
と
い
う
信
頼
の
も
と
で
患

者
さ
ん
は
話
を
し
て
く
れ
る
。
そ

の
信
頼
関
係
が
成
立
し
な
く
な

る
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
診
療
報
酬
改

定
で
、
精
神
科
領
域
で
も
、
監
視

社
会
を
進
め
る
か
の
よ
う
な
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
大

変
強
い
危
惧
を
感
じ
る
。

　

通
院
精
神
療
法
と
２
種
類
以
上

の
抗
う
つ
薬
・
抗
精
神
病
薬
を
投

与
し
た
場
合
に
、
点
数
と
関
係
な

い
診
療
記
載
と
レ
セ
プ
ト
記
載
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。
国
に
情
報
を

提
出
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。

　

国
が
進
め
る
医
療
Ｄ
Ｘ
、
保
険

証
廃
止
、
診
療
報
酬
の
改
悪
に
つ

い
て
、
断
固
反
対
の
動
き
を
示
す

こ
と
、
国
の
思
い
あ
が
っ
た
強
権

　

協
会
が
６
月
16
日
に
開
催
し

た
第
56
回
総
会
の
理
事
長
あ
い

さ
つ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、
発

言
、
執
行
部
答
弁
の
要
旨
、
決

議
全
文
、
来
賓
・
祝
電
メ
ッ
セ

ー
ジ
一
覧
を
掲
載
す
る
。

協
会
・
医
会
・
協
同
組
合　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長　

竹

田
智
雄
、
北
海
道
、
岩
手
、
宮
城
、
秋
田
、
山
形
、
福
島
、
茨

城
、
群
馬
、
栃
木
、
埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、
東
京
歯
科
、
神
奈

川
、
岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
、
三
重
、
福
井
、
滋
賀
、
京
都
、
京
都

歯
科
、
大
阪
、
大
阪
歯
科
、
奈
良
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
島
根
、
広

島
、
山
口
、
徳
島
、
香
川
、
愛
媛
、
高
知
、
福
岡
、
福
岡
歯
科
、

佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、
宮
崎
、
沖
縄

議
員
等　

衆
議
院
議
員　

関
芳
弘
・
井
坂
信
彦
・
桜
井
シ
ュ
ウ
、

参
議
院
議
員　

片
山
大
介
・
小
池
晃
、
元
参
議
院
議
員　

辻
泰

弘
、
前
兵
庫
県
議
会
議
員　

相
崎
佐
和
子

生
命
保
険
会
社
等　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
社
長　

永
島

英
器
、
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
代
表
取
締
役
社
長　

米
山
好

映
、
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
神
戸
支
社
支
社
長　

坂
井
洋
介
、

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社
神
戸
支
社
支
社
長　

西
田
匡
志
、
太
陽

生
命
保
険
株
式
会
社
取
締
役
専
務
執
行
役
員　

下
屋
敷
緑

医
療
関
係
団
体　

兵
庫
県
歯
科
医
師
会
会
長　

橋
本
芳
紀
、
協
同

組
合
兵
庫
県
保
険
鍼
灸
師
会
理
事
長　

藤
岡
東
洋
雄

友
好
団
体
・
業
者　

平
和
・
民
主
・
革
新
の
日
本
を
め
ざ
す
兵
庫

の
会
（
兵
庫
革
新
懇
）、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
・
復
興
兵
庫

県
民
会
議
、
兵
庫
県
商
工
団
体
連
合
会
会
長　

土
谷
洋
男
、
兵
庫

県
震
災
復
興
研
究
セ
ン
タ
ー
、
ひ
ょ
う
ご
聴
障
ネ
ッ
ト
事
務
局
長　

森
井
秀
文
、
兵
庫
県
母
親
大
会
会
長　

中
村
治
子
、（
株
）
関
西

共
同
印
刷
所
代
表
取
締
役
社
長　

竹
村
知
洋

税
務
講
師
団
他　

社
会
保
険
労
務
士　

桂
好
志
郎
、
神
戸
合
同
法

律
事
務
所　

弁
護
士　

松
山
秀
樹
・
吉
田
維
一
・
大
田
悠
記

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

を
食
い
止
め
る
動
き
を
示
す
こ
と

が
必
要
だ
。

庫
連
絡
会
は
、
個
人
的
に
特
に
思

い
入
れ
が
強
い
。
７
月
７
日
に
は

「
災
害
時
の
口
腔
ケ
ア
」
を
テ
ー

マ
に
、
足
立
了
平
副
理
事
長
を
講

師
に
市
民
学
習
会
を
開
催
す
る
。

　

歯
科
部
会
で
は
、
会
員
ア
ン
ケ

ー
ト
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
要
請

や
社
保
ニ
ュ
ー
ス
発
行
を
行
い
、

と
て
も
好
評
だ
。
今
回
の
改
定

は
、
細
分
化
さ
れ
た
施
設
基
準
や

不
条
理
な
内
容
が
多
い
中
、
歯
科

部
会
は
改
定
研
究
会
を
10
回
開
催

し
、
の
べ
人
数
だ
が
単
純
計
算
で

会
員
の
半
数
が
出
席
さ
れ
た
。

　

今
後
の
運
動
と
し
て
診
療
報
酬

の
大
幅
引
き
上
げ
、
窓
口
負
担
軽

減
、
医
療
費
の
総
枠
拡
大
、
保
険

料
や
所
得
税
の
累
進
性
強
化
を
主

張
し
、
非
正
規
雇
用
か
ら
正
規
雇

用
の
転
換
な
ど
の
問
題
に
取
り
組

み
た
い
。
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執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
で

運
動
広
げ
よ
う

政
策
・
組
織
活
動
な
ど

全
国
を
リ
ー
ド

会
員
の
皆
様
を
法
的
に
支
援
し

医
療
を
受
け
る
権
利
守
る

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長　
　

竹
田　

智
雄

顧
問
弁
護
士　
　

野
田　

倫
子

　

大
澤
先
生
に
答
え
る
。
働
き
方

改
革
で
は
、
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超

え
る
勤
務
医
師
が
法
的
に
容
認
さ

れ
、
異
常
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
。
日
本
の
医
師
数
は
不
足
し
て

い
る
。
医
師
が
増
え
れ
ば
需
要
を

喚
起
す
る
と
の
「
俗
説
」
が
あ
る

が
、
兪
炳
匡
先
生
の
話
に
も
あ
る

よ
う
に
、「
医
療
費
の
増
加
」
に

占
め
る
「
医
師
数
の
影
響
」
は
無

視
で
き
る
よ
う
な
低
さ
だ
。

　

医
療
を
受
け
る
こ
と
は
国
民
の

権
利
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰

で
も
が
、
お
金
の
心
配
を
せ
ず
、

最
適
水
準
の
医
療
を
受
け
ら
れ
る

　

西
山
理
事
長
を
は
じ
め
、
旺
盛

な
活
力
で
協
会
あ
げ
て
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
に
心

か
ら
敬
意
を
表
す
。
兵
庫
協
会
中

心
に
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
ま

と
め
て
い
た
だ
い
た
政
策
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
『
医
療
費
抑
制
政
策
の
転

換
を　

軍
事
国
家
は
衰
退
へ
の

道
』
は
、
難
し
い
政
策
課
題
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
お
り
、
大

変
質
の
高
い
資
料
で
あ
る
。
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

今
次
、
診
療
報
酬
改
定
は
医
療

の
質
の
維
持
・
向
上
に
背
を
向
け

た
対
応
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
で
は
な
く
、
使
い

慣
れ
て
安
心
で
き
る
現
行
の
健
康

保
険
証
を
使
い
続
け
た
い
と
い
う

国
民
の
願
い
が
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
率
６
・
56
％
と
い
う
数
字
に
表

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

補
助
金
に
加
え
、
診
療
報
酬
で
医

療
機
関
を
マ
イ
ナ
保
険
証
推
進
に

誘
導
す
る
や
り
方
は
言
語
道
断
で

あ
る
。

　

医
科
96
％
、
歯
科
78
％
と
素
晴

ら
し
い
組
織
率
で
あ
り
、
勤
務
医

と
公
立
病
院
を
含
め
た
本
格
的
組

織
化
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
を
打
ち
、

ま
す
ま
す
拡
大
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
。

　

医
師
の
働
き
方
改
革
、
地
域
医

療
構
想
に
よ
る
病
床
削
減
な
ど
、

地
域
医
療
の
崩
壊
を
招
く
問
題
は

山
積
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
の
紛
争
に
お
い
て

は
、
国
際
法
に
則
り
、
直
ち
に
停

戦
す
る
こ
と
を
保
団
連
は
求
め
て

い
る
。
平
和
な
く
し
て
社
会
保
障

の
充
実
は
あ
り
え
な
い
。
敵
基
地

攻
撃
能
力
の
保
持
、
大
軍
拡
予
算

は
、
大
き
な
政
策
の
誤
り
で
あ

り
、
国
民
の
命
と
健
康
、
生
活
を

重
視
す
る
社
会
保
障
充
実
政
策
へ

の
転
換
を
求
め
て
活
動
し
て
い

く
。

　

今
ま
さ
に
保
険
医
協
会
、
保
団

連
は
国
民
か
ら
大
い
に
期
待
さ
れ

る
存
在
だ
。
国
民
と
と
も
に
、
健

全
な
大
き
な
世
論
を
形
成
し
、
国

民
医
療
の
向
上
と
会
員
の
生
活
の

権
利
を
守
る
た
め
に
徹
底
し
て
議

　

昨
年
、
政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
を
改
正
し
、
12
月
に
は
現
行
の

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
を
停
止

し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
一
本
化
す

る
方
針
だ
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
率
は
４
月
で
６
・
56
％
に
と
ど

ま
り
、
政
府
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
策

を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
マ
イ

ナ
保
険
証
一
本
化
の
法
改
正
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
で
あ
る

と
と
も
に
、
医
療
を
受
け
る
権
利

を
不
当
に
後
退
さ
せ
る
。

　

県
弁
護
士
会
で
も
憲
法
上
問
題

が
あ
る
、
憲
法
に
反
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
会
長
声
明
を
発
す
る
べ

く
準
備
を
進
め
て
い
る
。
多
く
の

国
民
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
リ

ス
ク
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト
だ
け
が
強
調

さ
れ
、
現
行
の
保
険
証
が
使
え
な

く
な
る
と
不
安
が
あ
お
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

　

県
弁
護
士
会
で
も
市
民
向
け
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
の

方
向
と
聞
い
て
い
る
。
共
に
現
場

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
運
動
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

２
０
１
７
年
か
ら
保
険
診
療
法

制
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
西
山
理

事
長
や
吉
岡
副
理
事
長
と
弁
護
士

数
名
で
定
期
的
に
研
究
会
を
行
っ

て
き
た
。
近
く
『
開
業
医
が
知
っ

て
お
き
た
い
法
知
識
』
と
い
う
冊

子
を
発
行
予
定
だ
。
日
々
、
医
療

機
関
が
直
面
し
が
ち
な
法
的
問
題

を
想
定
し
、
ま
と
め
た
も
の
だ
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
一
翼
を
担
う

会
員
の
皆
様
を
法
的
に
支
援
す
る

こ
と
が
、
国
民
が
医
療
を
受
け
る

権
利
に
資
す
る
も
の
と
考
え
、
全

力
を
尽
く
し
た
い
と
思
う
。

　

そ
の
決
意
を
示
す
と
と
も
に
、

ご
活
躍
に
敬
意
を
表
し
、
ご
発
展

を
祈
っ
て
ご
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

論
を
行
い
、
団
結
し
、
持
続
し
て

医
療
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
こ
そ

が
大
き
な
力
と
な
る
。
共
に
頑
張

ろ
う
。

体
制
を
整
備
す
る
の
は
国
の
責
任

だ
。
医
師
増
員
を
求
め
る
請
願
署

名
に
、
み
な
さ
ま
の
協
力
を
お
願

い
す
る
。

　

幸
田
先
生
、
い
つ
も
専
門
的
な

観
点
か
ら
の
ご
提
案
あ
り
が
と

う
。
国
債
発
行
に
関
し
て
は
、
会

内
で
講
演
会
な
ど
を
検
討
し
た

い
。

　

私
ど
も
は
財
源
の
「
使
い
道
」

と
し
て
「
医
療
・
社
会
保
障
の
充

実
」、
そ
し
て
そ
れ
は
経
済
の
足

を
引
っ
張
る
こ
と
は
な
く
、
経
済

の
好
循
環
の
原
動
力
に
な
る
、
と

主
張
し
て
い
る
。
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

半
田
先
生
に
答
え
る
。
韓
国
で

は
、
尹
大
統
領
の
医
師
増
員
の
提

案
を
、
医
師
団
体
が
拒
否
し
、
大

学
教
授
や
専
攻
医
の
８
割
近
く
が

辞
表
を
提
出
し
、
勤
務
地
を
離
脱

し
た
専
攻
医
も
多
く
、
当
然
、
し

わ
寄
せ
は
患
者
に
集
中
し
地
域
医

療
に
大
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い

る
。

　

私
た
ち
は
医
師
の
増
員
を
求
め

続
け
て
い
る
が
、
こ
の
日
韓
の
真

逆
の
方
向
に
関
し
て
、
韓
国
視
察

ツ
ア
ー
で
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

清
水
先
生
に
答
え
る
。
改
定
研

究
会
に
は
、
例
年
に
も
増
し
て
多

く
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
協
会
の

改
定
研
究
会
は
、
量
・
質
と
も
に

全
国
に
誇
れ
る
も
の
だ
。
多
く
の

先
生
方
に
講
師
と
し
て
協
力
い
た

だ
き
お
礼
申
し
上
げ
る
。
新
し
い

先
生
方
、
若
手
の
先
生
方
の
参
加

も
あ
り
、
組
織
の
活
性
化
、
新
陳

代
謝
に
も
大
い
に
役
立
つ
。
今
後

と
も
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

白
岩
先
生
に
答
え
る
。「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
は
、

毎
回
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
や
自
治
体

の
協
賛
や
賛
同
を
得
て
い
る
。
こ

れ
は
、
党
派
や
団
体
、
公
私
の
垣

根
を
超
え
た
、
国
民
の
要
望
に
そ

っ
た
主
張
、
活
動
で
あ
る
こ
と
の

証
だ
。

　

今
次
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て

は
、
協
会
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式

で
は
な
く
、
情
勢
に
即
応
し
て
頻

回
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
会

員
の
意
見
を
尊
重
す
る
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
方
式
を
重
視
し
て
い
る
。

　

小
寺
先
生
に
答
え
る
。
日
本
は

立
憲
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
の
に

か
か
わ
ら
ず
、
最
近
で
は
、
改
憲

の
発
議
を
改
憲
派
の
み
で
行
お
う

と
画
策
し
、
民
主
主
義
を
単
な
る

多
数
派
の
横
暴
に
変
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
改
憲
論
で
危
険
な
の

は
、
緊
急
事
態
条
項
と
国
会
議
員

の
任
期
延
長
で
、
戦
前
の
翼
賛
体

制
だ
。
こ
れ
を
止
め
る
に
は
政
権

交
代
し
か
な
い
。

　

憲
法
第
９
条
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
と
い
う
ご
提
案
だ
が
、
ノ
ー

ベ
ル
の
遺
言
を
見
る
と
、
憲
法
９

条
は
平
和
賞
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い

と
考
え
る
。
た
だ
、
受
賞
の
対
象

は
個
人
や
団
体
の
よ
う
だ
。
も
う

少
し
研
究
し
た
い
。
実
現
す
れ
ば

歴
史
が
変
わ
る
だ
ろ
う
。

　

山
内
先
生
に
答
え
る
。
医
療
Ｄ

Ｘ
の
目
的
は
「
よ
り
良
質
な
医
療

や
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
内
容

は
、
個
人
の
医
療
・
健
康
情
報
を

は
じ
め
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

収
集
し
、
民
間
企
業
に
利
活
用
さ

せ
「
健
康
・
医
療
の
ビ
ジ
ネ
ス

化
」
を
加
速
す
る
方
向
だ
。

　

患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
に
よ

り
提
供
さ
れ
た
情
報
が
、
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
を
通
し
て
、
止
め
ど
も

な
く
拡
散
さ
れ
、
自
己
情
報
コ
ン

水
準
の
医
療
を
受
け
ら
れ
る

主
張
し
て
い
る

ご
理
解

ご
協

も
あ
り

組
織
の
活
性
化

新
陳

は

緊
急
事
態
条
項
と
国
会
議
員

な
く
拡
散
さ
れ

自
己
情
報
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
権
が
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
て
い
く
。

　

現
行
の
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
は
決
ま
っ
た
が
、
未
だ
に
省

令
で
は
、
健
康
保
険
証
の
交
付
義

務
が
保
険
者
に
課
さ
れ
て
い
る
。

保
険
証
を
残
す
た
め
に
、
政
府
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
意
見
を

集
中
し
よ
う
と
い
う
運
動
を
展
開

し
て
い
る
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

　

宮
武
先
生
に
答
え
る
。
会
員
数

は
協
会
活
動
を
支
え
る
力
の
源
泉

で
あ
り
、
活
動
力
の
目
に
見
え
る

成
果
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
兵
庫

協
会
は
県
内
の
医
師
・
歯
科
医
師

免
許
を
持
つ
人
全
員
が
入
会
す
る

ま
で
あ
き
ら
め
な
い
。

　

働
き
か
け
は
や
は
り
個
人
的
な

つ
な
が
り
が
中
心
と
な
る
。
先
生

方
の
縦
横
の
つ
な
が
り
か
ら
の
組

織
強
化
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

　

感
染
症
対
策
経
費
や
物
価
高
、
賃
金
引
き
上
げ
圧
力
で
、
医
療
機
関
経
営
が
危
機
に
陥
る
な
か
、

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
は
、
ま
た
し
て
も
全
体
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
義
務
化
等
医
療
Ｄ
Ｘ
対
応
の
負
担
等
に
よ
り
、
昨
年
度
の
医
療
機
関
の
休
廃
業
・
解
散
が

過
去
最
多
を
更
新
し
、
10
年
前
と
比
較
し
て
２
・
３
倍
に
増
え
て
い
る
中
、
さ
ら
な
る
医
療
機
関
の

休
廃
業
を
招
く
。
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
医
師
の
抜
本
的
増
員
を
せ
ず
に
医
師
の
労
働
時
間
縮
小
を
行

う
「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
と
相
ま
っ
て
、
地
域
で
の
医
療
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
保
険
証
の
廃
止
と
そ
れ
に
伴
う
事
実
上
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
所
持
の
強
制
は
、
市
民

の
受
療
権
を
奪
う
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
政
府
は
「
金
利
の
あ
る
世
界
」
で
は
、「
財
政
健
全
化
に
向
け
た
揺
る
ぎ
の
な
い
姿
勢

を
国
内
外
に
示
」
す
と
し
、
い
わ
ゆ
る
中
間
層
を
対
象
と
し
た
金
融
資
産
に
応
じ
た
さ
ら
な
る
患
者

・
国
民
負
担
の
導
入
、
医
学
部
定
員
の
削
減
、
保
険
給
付
範
囲
の
見
直
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

２
割
負
担
の
対
象
者
の
範
囲
拡
大
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
利
用
者
負
担
の
導
入
、
軽
度
者

に
対
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行
な
ど
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

政
府
は
こ
う
し
た
医
療
・
社
会
保
障
費
抑
制
政
策
を
や
め
、
医
療
・
社
会
保
障
の
充
実
と
国
民
・

患
者
負
担
の
引
き
下
げ
等
で
、
国
民
の
命
、
健
康
、
生
活
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
医
療
機
関
を
守

る
べ
き
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
政
府
は
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
軍
拡
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
２
４
年
度
の
防
衛
費
は
過

去
最
大
７
・
９
兆
円
で
あ
り
、
過
去
の
戦
争
の
反
省
か
ら
禁
じ
ら
れ
て
き
た
国
債
に
よ
る
防
衛
費
拡

大
も
解
禁
し
た
。
そ
の
上
、
そ
れ
ま
で
歴
代
自
民
党
政
権
で
す
ら
憲
法
違
反
で
あ
る
と
し
て
き
た
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
や
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、
空
母
の
保
有
を
容
認
し
、
国
是
で
あ
る
武
器
輸

出
三
原
則
も
徐
々
に
要
件
を
緩
和
し
、
殺
傷
能
力
の
あ
る
武
器
の
輸
出
も
解
禁
し
た
。
こ
う
し
た
日

本
の
こ
れ
ま
で
の
安
全
保
障
政
策
を
抜
本
的
に
転
換
す
る
動
き
は
、
４
月
に
行
わ
れ
た
日
米
首
脳
会

議
で
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
歓
迎
さ
れ
、
共
同
声
明
で
は
、
つ
い
に
主
権
の
一
部
で
あ
る
自
衛
隊
の
指
揮

権
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
差
し
出
す
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
自
衛
隊
を
ア
メ
リ
カ
の
尖
兵
と
す
る
こ
う
し

た
動
き
は
、
極
め
て
危
険
な
も
の
で
断
固
容
認
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
裏
金
事
件

は
、
財
界
に
よ
る
政
策
買
収
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

我
々
は
、
命
と
健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
追
従
の
軍
事
大
国
化
、
財
界

い
い
な
り
の
大
企
業
優
遇
、
雇
用
と
社
会
保
障
切
り
捨
て
の
政
治
を
転
換
す
る
た
め
に
奮
闘
す
る
決

意
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

記

一
．
防
衛
費
拡
大
を
や
め
、
医
療
・
社
会
保
障
費
を
拡
大
す
る
こ
と
。

一
．
国
の
責
任
で
地
域
医
療
構
想
を
見
直
し
、
医
療
提
供
体
制
や
公
衆
衛
生
体
制
を
抜
本
的
に
強
化

し
、
医
療
費
抑
制
政
策
を
転
換
す
る
こ
と
。

一
．
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
の
抜
本
的
引
き
上
げ
と
不
合
理
是
正
を
行
う
こ
と
。

一
．
患
者
・
介
護
利
用
者
負
担
増
計
画
を
や
め
、
税
・
保
険
料
の
応
能
負
担
を
強
化
し
、
医
療
・
社

会
保
障
を
拡
充
す
る
こ
と
。

一
．
保
険
証
廃
止
を
撤
回
す
る
こ
と
。

一
．
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
実
現
の
た
め
、
保
険
適
用
範
囲
を
拡
大
し
、
歯
科
技
術
料
を
正
当

に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
歯
科
材
料
に
適
正
な
保
険
償
還
価
格
を
設
定
す
る
こ
と
。

一
．
消
費
税
を
減
税
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
撤
回
す
る
と
と
も
に
、
医
療
に
は
ゼ
ロ
税
率
を
導
入

し
て
、
医
療
機
関
の
控
除
対
象
外
消
費
税
負
担
を
解
消
す
る
こ
と
。

一
．
東
日
本
大
震
災
や
能
登
半
島
地
震
、
台
風
、
豪
雨
な
ど
の
被
災
者
に
対
し
、
公
的
補
償
を
抜
本

的
に
強
め
る
こ
と
。

一
．
再
稼
働
し
た
原
発
を
直
ち
に
停
止
し
、
原
発
ゼ
ロ
政
策
の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡

大
を
進
め
る
こ
と
。

一
．
日
本
国
憲
法
を
堅
持
し
、
日
本
国
憲
法
に
基
づ
い
た
政
治
を
実
現
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

２
０
２
４
年
６
月
16
日　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
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診断エラーとは何か
　診断エラー（diagnostic error）に
は現在まで様々な定義の変遷がある
が、2015年に米国医学研究所が定義
した最新の内容は下記のとおりであ
る１）２）。
・健康問題について正確で適時な解
釈が為されないこと
もしくは
・その説明が患者に為されないこと
　このいずれかに当てはまった場合
には、症例経過に関しての詳細な掘
り下げを行うことが望ましい。診断
エラーはもともと患者安全の中でも
未開の領域とされてきたが、広い意
味でのヘルスケアコストの問題があ
り、近年話題として取り上げられる
ことが増えてきている。

診断エラーがなぜ起こるのか
　Society to Improve Diagnosis in 
Medicine（SIDM）３）という診断の質
に関連した話題を取り扱っている国
際学会のpresidentであっ たMark 
Graberらが行った臨床研究におい
て、100人の患者に生じた592件の診
断エラーの内訳として認知エラーが
320件、システムエラーが228件と大
多数を占めていた。また、認知エラ
ーのうち情報統合エラーが265件、
情報収集の失敗が45件、知識・技術
不足はわずか11件であったとされて
いる３）。
　この研究が示すように、診断にお
いてエラーが生じた場合、医療職が
情報収集、情報統合・解釈、暫定診
断を行う過程において認知バイアス
やシステムの影響を受けたことを考
慮し、現場の医療職が正しい疾患知
識を有していたとしても診断エラー
は生じうることを前提として、われ
われは評価を行うべきである。

どのように診断エラーを予防するか
　認知バイアスは、わかりやすく言
えば、われわれが目の前の事象を評
価するときに、都合の良い解釈に騙
されることである。前述のGraberの
研究の通り、認知バイアスはわれわ
れ医療職の意思決定に大きな影響を
与えている。代表的な認知バイアス
としてはHassle bias（自分が楽に処
理できるような診断仮説のみを考え
る）、Availability bias（最近遭遇し
た類似症例と同じ疾患を考える）、
Confirmation bias（自分の仮説に不
適合なデータを無視する）などが挙
げられる。
　また、認知バイアスの影響を受け
やすい状況については示されてお
り、それぞれに対する具体的な対応
を示す。
１．疲労や、自分の処理能力を超え
ている状況を認識する
　メタ認知（metacognition）という
概念がある。これは、一歩引いて俯
瞰した状態で自分の状況を観察し、
自分の行動や認知能力を確認するこ
とである。これを診断の過程におい
て活用し、自分が認知バイアスの影

響を受けやすい状態にないかを確認
することが有効である。具体的な作
業に起こすと表１のような内容とな
る４）。
２．患者に対する感情を認識し、対
応する
　患者に対して感情が生じている場
合、それが好意的なもの（陽性感
情）であっても否定的なもの（陰性
感情）であっても、いずれも診療に
影響を与えるとされている。
　ここでは特に陰性感情への向き合
い方について述べるが、まずは前述
のメタ認知の活用を行い、自分の感
情に気づき、感情を言語化すること
が必要である。その際には同僚と共
有することも有効かもしれない。そ
の他の有効な手段としては、いった
んその場を離れる（ただし、“●分
後に戻ってきます”と伝えることを
忘れない）などが挙げられる５）６）。
３．診断を決めつけすぎず、診断の
見直しを行う
　診断の決めつけ（早期閉鎖）への
対応法としては、チェックリストの
使用を行うのが良いとされている。
複数のものが提唱されているが、一
例として、2011年にJohn Elyが作成
したチェックリスト７）を紹介する
（表２）。
　そしてこの中で提案されている
“診断タイムアウト”は表３のよう
な内容である。この内容は特に救急
外来での帰宅時判断などでの活用が
期待されるが、チェックリスト全般
がそうであるように、現場での実装
の部分に課題が生じやすい。

診断プロセスにおいて患者協働を
活用するための方法
　また、同じくここで提案されてい
る “ 患 者 協 働 （ p a t i e n t 
engagement）”について述べる。診
断プロセスにおける目標としては、
「診断精度」の向上（医師－患者と
家族間のコミュニケーションを改善
し、有益な情報提供をしてもらうこ
と）、「患者中心性」の向上（患者と
家族に診断プロセスの中に入ってき
てもらう／巻き込むこと）の２点が
挙げられる。患者－家族を診療に巻
き込む方法としては四つの方法８）

が提唱されている（表４）。

診断エラー事例に直面したときに
どのように振り返りを行うか
　診断エラーの存在が疑われる事例
において、現実的にはまずは小規模
な振り返りを行うことが望まれる。
認知的剖検（cognitive autopsy）と
いう方略があり、オーストラリアの
C E C（ C l i n i c a l E x c e l l e n c e 
Commission） に よ るCognitive 
Autopsy Guidelineなどの内容９）10）

が非常に参考になる。これらを元に
現場での活用を重視し作成された、
日本病院総合診療医学会良質な診断
ワーキンググループで作成した「振
り返りシート」11）などを活用するの
が良いと思われる。

東京都立多摩総合医療センター　救急・総合診療科医長 綿貫　　聡先生講演

診断エラーを回避するための教育戦略
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表１　診断プロセスにおけるメタ認知の具体的な方法４）

•自分のワーキングメモリが限られていることを認識する
•新しい情報や他者の視点を取り入れる
•個人的に陥りやすいバイアスを知る
•状況により要求水準を下げる、助けを求める

表２　診断のためのチェックリスト７）

１．自分で病歴と所見を取り直す
２．いくつかの診療仮説を最初に立て、EBMを活用する
３．診断を振り返るために立ち止まる、診断タイムアウトを活用する
４．不確実性とフォローアップのために連絡先を確保する
５．患者をパートナーにする（患者協働）

表３　診断タイムアウトでの確認項目７）

•広い視点を有した診療が行われたか？
• 直観的な診断（ヒューリスティック）には本質的な欠陥があることを
認識していたか？
•臨床判断はバイアスの影響を受けたのではないか？
•最終診断を今すぐ決める必要があるだろうか？
•最悪のシナリオは何か？　「見逃してはいけない」ものは何か？

表４　患者－家族を診療に巻き込む四つの方法８）

１．患者さんが理解していることを患者さんの言葉で説明してもらう
２．診察前に要点をメモした患者ノートを準備し持参してもらう
　　 話したいこと、聴きたい質問、健康問題についての最終的な希望を
確認する

３．安全な薬剤集を共に作る
　　なぜその薬を内服しているのかを記載する
４．患者さんにケアの引き継ぎに参加してもらう
　　最近の状態、今後のケアの計画をメンバーの一員として聴く


